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日未特許一二個・ 1費用新案登録四六個併用

大野認に防災発よろr戸

〔特許大野式シヤヴター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヲ タ ー

大 野 式 J L - プ J L シ ャ ・7 タ ー

大 野 式 工 場 用 軸 承

大 野 式 碍 子 入 軸 僅

大 野 式 綿 子 入 戸 車

大 野 式 廻 鶴 軌 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 屍

日英米協特許三一個・賞用新案五九個併用

特 許 木 こ サ ッ シ

受 托 営 業
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曾 告

創 立 満 十 五 年 記 念 事 業 ( 第 二 期 計 重 )

1 阪 和 上 野 芝 住 宅 博 覧 舎

T象て御披露致しまし? こる同舎は G 月初日を以て好評を博しつ〉盛舎裡 に閉舎を致しましに。

2 瑞 光 住 宅 博 覧 曾

本舎は 9 月15 日開舎] 0月31 日間舎の強定を. J ; J、て新京阪沿線上新庄騨より東方約 4 丁瑞光住宅地に

於て開催致します、目下諸準備中であります。

3  ｩｉ荷台 ｎｾ 見 撃 奉 行

ｔ 象て希望者を募集致しまし＿こ結果、十除名 の腔募者を得愈 Ｘ 月 ＱＰ 目前 ＱＱ 戸港を ｴ ｬＱ 殻見ｾ放行 の詮 に

着 〈旗定であります D

4 満 iJi i建 築 協 曾 外 三 舎 聯 合 大 曾

8 月14日を期し大連市に於て我が日本建築協合、浦紛!建築協舎、朝鮮建築合、華経建築合の阿舎

聯合大舎を開催の強定で目下準備中であります、我が協舎よりは片岡合長外十蝕名之 に参加の告:

でありますo

5  i建 築 皐 研 究 」 の 後 行

ｾきに京都帝園大串工担安部建築製教室内建築型地研究合にて稜行されて居りましに「建築 ＡｬＩｊＺ 研究」を

常協舎に於て年四回Ｈ漸次増刊 の Ｗ 象定Ｉ強 行することになり、その ｕｾ 一 回を本月強 行致 し ま しに

内容は毎披主 として下記のものを以て充賞する方針で あり ます D

1. 営協合各種委員舎の調査報告

1. 首m舎 k 員の皐術的研究

]  .  建築患研究合 k 員の皐術的研究

迫て地方合員 及賛助国の方にして御希望の向は富費 l 部50銭 迭 料 4 鐙でお- 頒り致しま す

から御巾込を願ひま す。

請土 開

法 人

昭 和 8 年 7 月

日 本 建 築 協 曾



電気スタンド圏案懸賞募集

新時代に遮磨、した 、最 も明 るく、 最も 感 じ の女子し、電気スタンドの

国案を募集し、fこします D 奮って磨、募あらん こごを 。

昭 和 8 .1:p 6 月 15 日

大阪 市北 ｬｾｾ 堂島 中 Ｒ ノ Ｙ 電気協合関 西 支 部内

枇閣法人 照 明 与 さ 曾

照明智識普及委員舎関西委員合

電話ゴヒ〈35〉5 3 6 番 4 5 6 香

υＰ 杏 ＶＲＰｾ

振 替 大 阪 17077 番

1 募 集 要 項

1 . 官mを本意とし且つ趣 I司、に宮むもの

2.  / 1 f : 募案には使用すべき場所を明記するこ

L  

3. 際券; 案 l立法Jr規のもの f二ること

4. 開策には総て色彩を施すこと及び 寸法は

質物大のこと

5 肱募案には貰際に製作し得るやう明細書

ｾ添付のこと

6. 首選に慨する一切の樺利は募集者の所有

? こること

2 審 査

1. 1:管募奈は下記号存係員に於て之を帯主宰寸

前京都千F図 大 与 数 F

工 み 博 士 山 武 田 五 一 氏

大 阪 守( i 凶大学教授

京祁干ｾ［閥 大身 Ｔ 名 勝手土 ｪ 父 育 仰 栄 司 氏

み 官 事 土

ｨｬｾ＠ :K官 帝 盟 大 桜 子 主 f交

エ 経 憾 士 藤 井 l享 二 氏

併 戸高等工 業 製 校 長 古 字 国 質 氏

] ; - : 波高等工2tぷ 校 教 授 本 野 精 吾 氏

建築!..t 合 研 地 方委員 石 川| 純 一 郎 氏

四珂句読普及 委 員 合

副 首 委 員 合 努 員 長 石 川 芳 次 郎 氏

照 明 器 合 関 西 支 部 長 ， 大 戸 武 之 氏

自「Y2も7 去 自 大 島 弘 義 氏

ｾ Ｎ＠ ' 市夜の結果は昭和 S 年 8 月15 日之をl ! I f . 募

;，15.(こ沼知し向! ! 判明製曾雑誌に公表す

Ｓ Ｎ 際募者は審ヲ ｾ ーの結果に到 して 訟明石 ｔ 求め

又は異議を7申立つることを得予

3 賞

1 . 若手賓の結果優秀なるものに左の通り賞金

ｾは賞品を呈す

i 等 l 人 賞 金 50 悶

2 等 2 人 賞 金25闘宛

2 等 3  A  賞 金10闘宛

等佳外作 若干- 名 賞 Ir11t ?  

ＲＮ 賞金及賞品は ｾ ｍ ・選通知後 ＱＰ 日以 内に之を

贈呈す

4 隠 募 心 得

1. 昭和18 年 7 月31日迄に左記に 到着す るや

う提出のこと

大阪市北区堂島 中 2 丁 目白持地

祉国法人 J! {{.明接合

!! 日明智激普及委員合閥西委員合

2. 際募案は股Mの上書留郵便 を以てし、封

警に際募者の住所氏名を 明記 し且 「スタ

ンド 国案」と 朱書の こと

i思募間築並に 明細書 には住所氏名を記 入

せ ぎること

3. 落選闘築は希望に依り 返還す るに付臆募

の際返詮料 を? 同封し置〈 こと

4. 天災又は不可抗 力に基 〈際募案の減失段

出等に I ;fしでは募集者共責に 任せき' る こ

と



エチゾン翁記念碑設計園案懸賞募集

趣 旨

トーマス・アノレパ・エヂソン翁は其の一生を通じて幾 干に及.l . :

重要なる俊明を完成し人類頑祉の増進に貢献したるは今夏吻

々を要せざる鬼なり 。 而して其のを安明 fこる や 寅 に勤勉努力の

結晶にして其の偉大なる功績は翁の不屈不擦の努力ミ共に主主

き教訓lを吾人に奥へ fこり。

是を以 て世界各図民は皆其の思惑を感謝するさ共に翁の精紳

力に感銘措く能はさ・る庭なり。

今や翁逝いて玄に 一年有半。翁の名を不朽なら L むる索J め、翁

三因縁浅からざる京都府下入幡の地を卜し記念碑を建設し翁

の鴻業を永遠に侍へんさす 。

エヂソン翁記念碑設計国案懸賞募集規程

1. 慮 募設 計要 件

( イ) 建設地ハ京都府綴喜郡八幡町

男山八幡神社t境内。別間二示

久 地 貼 ト ス

( ロ〉 記念碑，、翁ノ偉大ナノレ功績ト

精神力ヲ表現スノレ ι 足ノレペキ

質宜簡素ニジア雄大ナノレモノ

タノレヲ希望ス

(... 、) 材 料 J 、耐火耐久ノモノタノレ コ

( ニ) 線建設費 J 、金萱寓回以内タ) 1 /

コ ト

( ホ) 記 念 碑 品 川 其 ノ 何 レ カ ノ 者1¥分

ニユ下 ノ 碑 文 ヲ 表 ヌ ペ キ コ ト

下 記

r  1・ーマス ・アノV バ ・エ デ ソ ン 翁 記

念、碑」

英 文 “ T o the Memor y  of  Thomas  

A lba  Edi son"  

( へ) 記 念 時 ノ 高 サ J 、随意トス

2. 所要圏書

( イ) 2 t 而岡

(ロ ) 立商闘

か、) 断面岡

( = )  透 視 悶

縮尺 20 分ノ l

向 上

向 上

( ホ) I司面仕 上 方 法 及 ヒー用紙 ハ 随 立

トス

(・、) 略仕様書又ハ設明ハ! 日面中=

詑入スノV コ ト

3  入選者 ノ等級並 =賞金

l 等 200図 l 名

2 等 100図 2 名

3 等 3 0問 4 名

4  国案提出期日 昭和g年8 月5 日正午

5. 嘗選者設表期 日 昭和8年8 月20 日

6  嘗選者設表方法 At 問法人電気協

合々報昭和 8 年 9 月 続 ニ 接 表 ス



9. 審査ノ結果ニ劉シ

説明ヲ求メ、又 ρ

異議ヲ申立ウノレコ

トヲ得ズ

5! f . 募悶案 ノ所有権

J 、一切本合 ニ蹄ス

ノV モノトス

謄 募悶案瑳迭先 p 、

「大阪市北直堂 島

中町二丁目九番地

j祉国法人電気協曾

関西支部内、エデソン翁記念同! 建

設合宮行委員合事務所」トス

質問川向上事務所宛ニ照合ノコト

賞選ジタノV 岡案ト雄モ賞施ノ場合

ニ於テノ、取捨鐙更スノレコトアルモ

ノトス

謄 Si 困案ノ保管ュ聞ジ損害ヲ生ズ

ノν コトアノレモ本合 ρ 其 ノ 責 ニ 任 ゼ

ザノレモノトス

早稲 田大事講師

安 井 武 雄 氏

8. 各 国面ニノ、 陪競 (

文字ニ限ノv ) ヲ記

入スノレモノトス。

別ニ 11音鋭詑ニ住所

氏名職業( 勤務先

共〉ヲ記セノレ紙片

ヲ密封シ、共ノ封

書ノ表面ニノ、前記

暗腕ヲ附ジタノレモ

ノヲ固面ニ添附ス

ベ ジ
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7. 審査委員

エヂ ソン 翁記念碑建設合賓行委員長

大政干lf 聞大接教凌 工 準 博 士

?な 柳 柴 司 氏

工 事 博 士 武 田 五 一 氏

市11' 戸高等工業感校長

古 宇

京者1;高等工霊感校教授

本 野

宏 氏

吾 氏

田

*竺住

.，.円

月

ン翁記念碑建設曾寅行委員曾

7  
年8  不日ag 

エ ヂ ソ



大 阪 市 の 「 シ ヒ . ッ ク ・ セ ン タ ー 」 計 童 理 想 案 懸 賞募 集

趣 旨

大阪市は我園尚工業の中心として最近その後展特に著しきも のあり 諸般の地{ 没亦 t，Wi

〈大都市 の面白を備へつ〉ありと雌も都市構築の上より児れば遺憾の貼砂なからす

殊に者1¥市の中心をなすべき迎官なる「ジピック・センタ ー_ j なく且天惑 の河岸 の利用

せらる〉こ正亦甚 ￬Ｚ 少きは世人周知の事賓なり。税近嘗局に於ても大阪 時改築 に手 ｉ ｾ

ひ大阪牒附近一部の整理を賓施せられつ〉あるも近代的大都市各般の要求に肱ぜん

が謁には更に進んでより庚汎に亘る大計査を樹立する必要あり 。

本協曾は此趣旨に基き左の直域を指定し大阪市の「シピヅク・セン ター 」の即想的計

霊案を募集し以て市民の注意を 喚起せんとす O

大阪市ノ「シビック・センター」計霊理想案懸賞募集規程

"  指定地1臨要

御 堂 筋 μ 南北線ノ二大 街 路 ニ挟マレグル地

区= シテ大阪騨以南土佐堀川南岸テ合ム摘

要 ノ 地 帯 ( 附 閣参照〕

2，麟設計要件( 粧品す伊丹よ湾手)

騨前旗揚ハ諸般ノ! 交通ヲ国i骨ナラシムペク

留意シ騨前ニハ油切ナ) ! . - 建築物テ配置シソ

ノ他ニハ将来賞現セラル ベ キ想定都臆合ヲ

中心トセル公共諸建築物並ニ遊歩場、蹟場

等ノ自 由主地及道路テ配スベ、ン。

3 ，所要園書

( イ) 主要建築物. 迫 路 、蹟場等ノ配置

闘 縮 尺 1000分ノ l

( ロ ) 烏 蹴 厨

( ハ ) 説 明 書

4 ， 入選者ノ; 等扱並エ賀県

1 等 ( 金 11専) 副賞

2 等 ( 銀 牌 〉 副 賞

3 等 ( 青銅牌) 刷賞

佳 作 (盛 tlk)

5 ，締切期日

昭 和B年9月30 日正午

弘 首 選 者 投 表

300幽 1名

100闘 l 名

50闘 l 名

若干名

審査ノ結果ハ雑誌「建築主祉合」昭和8年

l l N披ニ張表ス

フ ， 審 査 員

日 本 建 築 協 合 高1) 曾 長 他 IJ j 資氏

日本建築協会合長工泉博 1= 片岡 安氏

阪 紳 忽 : 行 従 妓 株 式 会 壮 枇 長 小 林 一三氏

工 準 博 士 武 l 1 J 五一氏

京 都 帝 国 大 泉 数 授 : i I t居高 P-LJ 郎 氏

ヱ拳博士直木 ｦ Ｈｩｾ［［ＨＨｦＡ｜ ｜ 氏

阪利』貴士銀般道株式会ー l乱ffd: 長 柄 l詐J く郎氏

大 阪 鍛 j ! 1 局 長 前 / 11 様氏

日 本 雄 策 協 合 J泣 高 松 主 主 光 氏

〈五| ー音順J

8 ， 鷹 募 者心 得

( イ) 配置園、 鳥隊国共用 -i'J UJ: 上 等 凡 テ

fff[; 募者ノ自由 トス

説明書ハ字紙大罫紙ァ刑ヒ ｾ Ｍ ｉ 査ノ概要 Ｗ

簡草ニ説明ス ベ シ。

( ロ) 各 箇l菌ェハ晴披( 文字ニ限 i!.- ) ヲ附

シ別 ニH昔披並= 住所氏名 1I法主( 1i J J務先

共 ) テ記セJ 1 - *Je片テ密封 シ、封書 ノ表

面 ニ前記暗蹴ヲ記シグルモノテ添附 ス

ベシ。

( ハ) 審査ノ結果= 針シ説明ヲ水メ 、叉

ハ異議テ申立ツルコト ヲ得ズ‘ o

( ニ) 首選闘笑エ関スルー ー切 ノ付Y! 手I j ハ本

協 合 ニ蹄属ス) ! . - モノトス 。

( ホ) J J i J . 募図案護法先

大阪市北 厄中之島三 / 三 朝日 ピノL 問 0 3 i

日本建築協舎内「シピック ・セン F ー」

計霊 ｾｴＮＨ 懸 ｪ 主係先

昭 和 8 年 7 月

耐:i 調

法 人 日 本 建

島出・

オミ= 協 曾





建 築 を: 枇 曾

第 16 輯 第 7 競 昭 和 8 年 7 月 後 行

新
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1，，:  lu: 大 阪 1IT来 阪 本nlJ 悶丁 口御盆筋 f{l

敷 地 商 談 415. 64 、池 上l、328.ら7、地 1..7 階 2土峰、地 下 2 階 、総延上1' 3，136.9 1

構造 l土銭' j : J 強1{Ji コン クリ ー ト迭の耐震防火的住築にし て外 線 は石材 、 テ

ラ カッ ター及 タイノι 張の近| 止似! J lJ式 に 採 る。

内 ｍｉａ Ｚ Ｉ ￯ ＮＦ ｉＺ， ｾは一般に Ｑ Ｂ 色 プテスタ ーイｾＺ l' とし本川rzえ御堂J {J i の 街路 に接

したる天 井 市は令部 防 音主党 泉 の ｪ ［ｬ［日土テツ ｆ スをＧｬｉえり ｬＺ ，￭ＺＧ ￯ｩ 百の 腹 ｾＧＺ ｪ 5 尺 lよ

「モノL " イト Jn，慢とし床而 は或る 一部を l吟 〈外令部lr オー ク」及「チー タ |

材 の 7 ラ y リy グプ ロッ ク怒 とせ F 。

大 部I'sH九 重役室生芋主要なる l¥j l厳 の品i 1' r;f;j' :よ 令部 「チ ー ク」材 を使 用 す。

外 観 ( 本川T と御堂筋 との角〉

大 阪 ・ 株 式 禽 社 伊 藤 高 商 底 鼠計小笠原建築事務所 施 工 大 株 組



.... 

曾 I 階大議演海前ホール

面 玄 関

V1' 2 大 阪 ・ 株 式 禽 社 伊 藤 高 商 庖 叡 計 小 笠 原 建 築事務所 施 工 大 桃 組



倉 7 階 大 議 演 場

曾2 階 社 長 室

6 階 客 食 堂 時

大 阪 ・ 株 式 禽 社 伊 藤 高 商 庖
殿 計 小 笠 原 建 築 事 務 所 施 工 大 祢 組 3  V I I  



¥ 

1 階 卒 而 悶

地 階 l 階 平 副| 向

V I 1 4  大 阪 ・ 株 式 禽 社 伊 藤 高 商 庖

本長t : 物は全部向応用にして地下 2 階は各種設

備用機械室 、 地下 ｬ 階は大荷ｾｽ易及 ｪ 苫員更衣

室 、第 1 ｾ 皆 ｬ 土 入口ホール接待案内 、 管業事務

室 、勘定場及一般荷受場、第 2 階は総出部営

業場 、 社長案 、 ＱｦＱＺ役家 、 合議室及帳庫 、 ｾＱＳ 階

第 Ｔ 階第 Ｕ 階何れも一般東場及貯滋庫、費ｾ 6  

階 l工厨房 、応員食堂 、? 存食堂及休憩場、第 7 階

段大講演湯、新柄大陳列合場J . J C . 和風客室とす。

基 礎 工 事11本多11建築最初の試みとして = ユー

マチックケ - ; 1 : ，/ に俊り深50尺の彪から築造

した。

外壁 の 本町 ｬｊｌＮ 御堂筋街路に面する窓は ｾｗ 子を

スチ ー" サッシ ユ に入れ全部 二重の建具を i&:

込み其中央約 5 寸の問践に S T 式塁上げ日 I徐

を仕 込み街路 の騒音 を主主果的に遮断せ んと し

た。

荷 受宅島は 特 ｋ ｾ 正和 ｦ 自 動車 を 自 由 に毛 Ｑ ］ 復 出入せ

しむる主主 建物の 東端に幅 4 ｦｬ ｾ ｌ ｉ 三 即 ち安土 町 の

町栴と 同様なる jffi 路 を設 け特に杭問 を鍬大し

た。

7 階には 2∞ 人 と容る L 大講獄 舎場と柄 51l 日

牟長さ 11問の j長大なる新柄大陳列 台場 とを設

けた 。

建築附幣設備 として特異，なるものは各階E車場

聞に{ 専票を交互にill 達せしむべく ユユーマ チ

ツ夕 、 キヤリヤ ー を設備 し、信 内電話は余部

自助交換設備 とし街各階 ｴ ｾ 1演車容器 を設け 用件

政 計 小 笠 原 建 築 事 稀 庇 施 工 大 祢 組



を 一 般 に体主主 せ し めｾｾ Ｇ・る事とし地下 Ｑ 階荷揚

揚と l 階初荷物出入口と の問に特に幅 10尺、

長20尺 、安会? 和f京 5 略1なる大昇降機を技術し

宣主主主荷物を積載の ま L 昇降せしめ得る様に し

た。

地下 ＱＱ 滑 に大 荷 主主ｾを設けたるを以て 比民主 の

換気を充分な らしむ るは勿論各階: J t 金郊を機

械 的 に換気 し得る様設備せ p 。

術右換気設備は別に 7 階大講演合場 にも設備

して之を以て夏期冷房、冬JYl t友房をなし得る

設備をなせり。

本工事に要 したる主要材料及工事手 Il t] は次の

様である 。

餓 骨 材 料

餓 筋 材

コ Y ? 9  - ト

セ メ y

外 部 タ イ ノ レ

内 対S ?l イ ノレ

テ ラ コ ッ ク

大 理 石

1，5∞ 噸

1，1∞ 噸

1，650 立坪

24，000 樽

1，250 坪

1. 2∞Ji ji 

330坪

10，0∞ 平 方 尺

長S脅H i' > . 物材料 2;α ) Qtt 

ス チ ー ル サ ッ シュ 13，5∞ 卒 方 尺

ス チ ー ル ド ア 3，800 平 方 尺

ス チ { 凡 シ ャ ツ ?l - 13，0α) 卒方尺

ネ ッ ト シ ャ ツ !J - 3，200 卒方尺

従事験工現場延人員 約 65，5∞ 人

大 阪 ・ 株 式 禽 社 伊 藤 蔦 商 底

4 階 卒 商 問

3 階 平 而 悶

2 階 2p 而 冨

限量f 小笠原建築事務所 施 工 大 椋 組

5  V I I  



7 階 :zp. 而 岡

6 階 卒 商 問

5 階 卒 商 岡

"" 6  大 阪 ・ 株 式 曾 社 伊 藤 高 商 底
阪討小笠原建築事務育 施 工 大 株 組



白Ｇｎ ￯ の ｅ 人の 安が 御堂筋にｾはれた。大阪 ｝｛ｪ 折ピ［Ｎヂ ｹ グである 、 本年

3 月落成。

場所 、 耳 Ｑ 匹 卒野町 Ｕ 丁目 、 敷地 而桜 Ｒ ， ＴＶＷ 卒方米 Ｈ Ｗ ｾＶ ｗ Ｉ 、 建築面談

2，065 卒方米 ( 625 :1i n、延 18，423 平方米 ( 5，573 坪〕

地下 2 階地上 8 階 、軒高 1CO 尺、務尾市 12 0 尺である 。主位俄骨繊筋混

凝土剛架構で 、床版及主要! 笠但 は鍛筋 iE凝 土造 、一部間仕切りに は俄筋

ラスをイ史用してゐる。

外装は 2 階まで は勿来石に和問石 を交へて熱の調子を強め、上部金面の

磁器タイノt ￟ ， Ｇｪ りの白色に封照を なさ し めてゐる 、 粁先きには鼠色の磁ｾ，ｾ

F イノι を強って 7)<卒線を強調し てある 。

設計者 1'1 ＯＱ使用目的 ｬｊｴＮ 構造 ｉ ￇ ，， ｾける自 Ｑ 主 ｩ 様式 ｈ と云ってゐられる 、 貨に

内野 、 外線と共 ＱＧＺＺ 簡素明快新時代 の感 受に笥む 、 底飾からｾ理 ａ 、 旗康

から新興への意気高い作品である。

n  

oc・

曾 外 観 〈御堂筋と平野町筋との角〉

大 阪 瓦 斯 ビ ル デ イ ン グ 鮫 計 安 井 建 築事務所 施 工 大 林 組

7  V I I  



.、，

平野町筋の非 常用階段見出

絶て巧まざる ffr にw . 剣さがある 、建物の裏側に驚〈ぺ

き美しさを 見出す こ とが往 々あ る。右聞 は平野 町筋の

i控熊純子せ見上 げ た篤良で ある 。新 E 舵 を見る段で 、

島、{ 脈 の; aず る所があ るの は蛍然 のこと とも考へ られる

VI I  8  
大 阪 瓦 斯 ビ ル デ イ ン グ 鮫計 安 井 建 築事務 所 施工 大桃組



大 阪 瓦 斯 ビ ル デ イ ン グ

景

夜の照明 に窓 を向 けで あるの はま た此級の 建物と して

愉然であらう 、而 も 成 功 した一 例 として 他 に比煩がな

い。白塗城は Ｑ ｩＱ￮ｩにー体淑である 、 民告的倒自 立に も ｾ ￧ ｲ む

と い ひ ＱｾＱＺ y>>う 。

EI 日の下に続 くと き とそれ 自慢が白〈夜の閤 に浮ぶと

さとを上 に並べて掲 げた。活 か l匂」、に朝日ピ ノι も見え

る。 上の二つは夜景の篤自主である . 近 頃 よ く あ る ネ ガ

チー プの 印 留の様である 、椛 成美にはー貯 蓄ーし く日 を

注〈 、直線と曲 線 、 ｾｰＮＮと ｩ 主 、 水平線 と垂 直線 、 ど ζ ま

でもコ γ トラス ト一方で進む。

ｬｬＮ ｾ ｊ Ｍ 的で 、 翠純で 、 幾分浅い値い味。 此種 の形 式が ｬ 止

にあかれて次に 何等か契った形式のものが現はれるま

でとの建物 はその王 座の位から下 りないであ らう。

敵 計 安 井 建 築事務所 施 工 大 桃 組

9  V I I  



V I I  10 
大 阪 瓦 斯 ビ ル デ イ ン 夕、

陳列室主階段

地下主陳列安から第 1 階 21惜の隙列笠を連ね

る主要階段である 、扇形の. z r . 而と 3 階をつら

ぬく閉 つの大慾に上り行く手側が合してーの

フイチユア ーを僻成して ゐる 。

敵 計 安 井 建 築事務所 施 工 大 林 組



省 大 講 演 場

.. 4 階 曾 議 室

大 阪 瓦 斯 じ J J.. テ イ シ グ

大 講 演 拷

床面積 120坪、牧容人数 5∞

此 に附属 して休憩室、E央潟

室 、 /:t' ，ij 走者柊室及 パルコニ

ーがある。窓 、 出入口 は二

重荷j 子 として外部の騒音を

阪i ぎ、内部の仕上 について

も苦響効果の完 全 を期せら

れである。! 照明 はすべて|間

接である 、 手Ｚ内ｾ 主主調 整も

特 に専用機開室 が設 けられ

る、2 階 より直接外部 に非

常階段 が設 けてある 。

E置計安芥建築事務所 施 工 大 純 絹
I  I  VI I  



V II 12 
大 阪 瓦 斯 t : J J.. デ イ ン グ

民r:司 に面す る階 段で

笠も 床 も令部 ト ラパ

ノι チ :--JUi りである。

• 8 階 食 堂

設計安井建築事務所 姥工大林組



大 阪 瓦 斯 区 J L o デイング 殻 計 安 井 建 築事務所 総工 大称組
13 V I I  



4 階 :Zp . 而 随l

• 

• 
11古賀場ギヤレ 9 -

休主自室

• 

• 

• • 
中 央 管 業 所

本 計 営 業 部

• • 

• • 

.'  • 

L 土 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 - f
3 階 l p . 而 回l

品 ;

• • .  

ｾ ｉｴ＠ f，j(場

陳 列 揚

• • • • 

2 階司王而| 翻

V I I  14 
大 阪 瓦 斯 ビ ル デ イ ン グ

阪 計 安 井 建 築事務所 施工大林組



• • • • • •• • • • • • 
I  ｉｾ＠ 貸 室

L 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一 一 一 一 一 ー ノ

5 ・6 階2J 5. iui 園

大 阪 瓦'斯 ビ ル デ イ ン グ 政 計 安 井 建 築 事 務 所 施 工 大 称 組
15 V I I  



2 階 2j 三 面 凶

回

F
目

1

・
i

宜Ｍーｾ

1 階 卒而u ; ，il

VI I  16 神 戸 ・ 岡 崎 銀 行

4  !(皆 平 面 fgl

3 階2 j 三而悩i

利! 戸浪花田J 56番地、主主主l' 250、総延坪 10ヲ7、言i パ タ イ

ツ ト 1.. まで 5つ.5 尺 、鍛 筋 f昆i疑土遺 4 階建

外部膝花樹岩上部将石入ｾｾ石 ｒ 占 、 玄 関床花岡石験 、 笠

i琉球産大理石張、銀行営業室谷間床テラゾー仕J 、其

他 リノリユーム敷、柱2主管業主義腰大王m石

言宜計住友会資曾社工作部 施 工 大 線 組



倉 外 観

S 営 業 室

神 戸 ・ 岡 崎 銀 行 設計住友会資曾泣工作部 施 工 大 椋 組
17 VI I  



倉 外 観

1，1: 也 大阪 市 港 i豆九後

工 科 昭 和6年 8月起工昭和7年 10月竣工

建 築 面 積 1，200 平 方 米 ( 363 耕〉

線、延 商 絞 4，833 : zp. 方米 ( 1，462 上n

銭筋 ｩ ｬ ｖｾｉ 土法 Ｔ 階建

外 部 仕 上 腰 積 l 階 窓 下 総 ま で よ徳、青白石 を使 用 し

上部は利l薮 掛「スクラ ッチト ・F イル j 張、正 面 入

I- l l fELえ「 パテ ペ ット j 卜端χ 形 は「テテコツ ? J 其

他 の蛇腹& . 彫刻刻 li rカスト・スト - Y  J を侠 FIJ

す

内部仕上

床 l 階 管 業 所/士山蛍所の省:j 沼床 は[ テ ラ ゾオ J

仕上各階段J J r . . 臨場共タイル E臣、!市 fl ¥J l i 人盆石

間出 し、陸 展 根 l土r? ｾ＠ y カー ・タイル E豆、J t

他￶Ｍ階 床 ［主 ｦ Ｗ ロ アリ ｹ グ ・ プ ロック ｪｾ 民とす

ｾｊ ｩＨＮ 天井 l 階 管 業 所/土出強所 i土綬 石 恩 r? ィ

ノレｼ張「カウ ｙ ＿ｬ Ｍｪ ｬ 二 大王山 石ｾ長 、 上部笠及天井

ｉ ｾ＠ rプアス ( J - J 7) ( 性r--: Y キj 君主仕上 、主主他 の

各家 l土腰「モノレ {J J ι 」の上 「ペ y キ」塗、 上古111笠

及 天 井 は「プラス ター」仕上とす

窓、&入口 外部窓及出入口 は総 て 依 拠にして 内

部 階 段 室 兵 他 1:右火」ニ必要なる側所以外は 木製

扉 とす 、 l 階 街 路 fillJ に商する慾に l士総 て 銭 峨

製 金 粉 ポ カ シ 仕 上 の而絡子をi l l ' t し陳列窓l!<:. rli 

fl lI J 隣 地 に而する窓、に は「シャツ? - J を附す

扉 及陳列慾/ l i'j 子は「プレ イト ・グラ スJ 、窓 硝子

It 主と して|‘ プレ イト・ v ィャ・グラス J を使川

す

V I I  18 
大 阪 市 九 俵 電 燈 営 業 所
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S 正 面 人 口
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殴 計 大 阪 市 建 築 課 施 工 大 線 量E



ーヨ』 モ膏

王室忌ー

』

4 階 平 面 図

3 階2 j i 函闘

一

2 階 平 面 岡

(一一」
1 階 平 面 図

大 阪 市 丸 俵 電 燈 営 業 所 官主計大阪市建築課 施工 大綜組
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省 大丸御堂筋の外観

敷 地 坪 鍛 1，690、主11:坪 1，350、延主l三 1，170、階段地下 3階

地 1-_ 8 階 rlJ 2 階 、塔 尿t 3 階 付 、 軒高バテ ペ ット上端ま

で 102 尺、治: 屋 12 ) _7 尺

産主t廿

IIli り、7 階 、 パテベ ット 2υ 各財テテ コ ツ夕 、J If也スタ

テ ツチ ・F イ;t. . ｾ長 、 内部壁面 Ｑ は主 とし てプラスタ ー 塗

lJl.[J イノt . ｾ長 、 特殊な室 Ｑ［［Ｚ チータ材腰初日 、 其 ｻ也 大到Ａ石

を多; J i ' ( に似川しである。堂々たる亘書Eは 硲 か に 市 大 阪

繁 ＱＱ｜ ｾ 街 の Ｍ ｪｦｬ［ 槻である 。 各 種附 格段ｻｩ ｩｩ は 各手Ｎｦ｛Ｇｩｬよ紙電話

に闘するもの 、完 令 を 1切せられで ある 特 に 会官' { f に施さ

れ た る 怨紙調狭は誇るに足る。

V " 2 0  大 阪 ・ 株 式 曾 社 大 丸

、
、

' -

J l 階天井の一部

段計 ポーリス建築事務所

監督 岡 部 建 築 事 務 所

施工 竹中工務庖



大 塔 屋 時

$ 地 下 2 階 階段 廻 り

-

大 阪 ・ 株 式 曾 社 大 丸

¥ 

../ '>  

外私! 構成 の主 要な役割 をつとめ てゐる 礁 周 の

詳 細 で ある 、夜 は特 殊 の!! 日明法 で害時しい。 :1ヒ

から も南か らもダイ ヤモ ンドの様 l亡怖 く培 を

進 行 〈人 々は眺め て照 る、下 の 附 11地 下併 の

費 接 か ら地 F 第 2 1借の 資場 に下 る階 段 で天井

の切子模 様が 円を ひ〈 。

設許 ポ ー リ ス 建 築事務所

抱督 岡 部 建 築 事 務 所 施 工 竹 中工務庖 21 V tr 



V I1 2 2  

7  ｾ持の食位 、 百 ￭ｾｴ に 平日洋 の ｦｦｩ 利 Ｉ に 日 ｉＡ け 、 日戸の渡的 ｩ も平日

洋に別げである 、 本主主築物 ＧＱＧ の誕 Ｇｗｾｕ の一つである。

' 1 ' 火の川 l: エ レ ベ ー グ ー が1の 飾 り で みる 、大 f'l ' 石 を ill'J

内 に f史川し iltH妥，n: py! の 光 に 射 に 映 じる 、各階窓| 庄を拠

l こする が インデケ ー タ ー の 大 き な の か 特 1: 1司，'I_ つ。

〈

大 阪 ・ 株 式 嘗 社 大 丸

樹 ボ ー リ ス 建 築 事 務F 旋 工 竹 中 工 腕

監 督 岡 部:建築司直務月



刷品

引‘

ー

ー

4 階 Zj! 而 悶

地 階 l 階 平 |商 問

し

画

水

町

z音

唱

代

迂

Y

Z

+

'

・L

4  

.. 喝

'‘ 

e・1

え

嘗

曳

今

ι

e

a

t

町

_ )  

.  
-

一ーーー 一一.  
.  
.  .  図

地 階 2 階 卒 面 岡

;

 

;

 

;

 

J

 

.

噂

圃

--F

O

』

F

同

日

間

引

宝
「

a

d‘  

，. 司令ド :- .，.

曹

， .1. 鋪

• 

也E

ー喰

• 

T  r - -

r"lJ  )  
4、

‘  y  

ト

ー

…  E当 11入 品

町】 r、 ど，; - 11. - ;f: I  

…  

1 階 平 面 闘
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竹中工務庖施工

ボーリス建築事務 所

岡 部 建 築 事 務 所

殴 計

監督大 阪 ・ 株 式 禽 社 大 丸



• 

6 階 平 面 図

5 階 平 面 開

V " 2 4  
大 阪 ・ 株 式 禽 社 大 丸

8 階 卒 商 問

日目口!開

7 階 l{三 面 随l

層 ょ . . . Al  

殴署+ ポーリス建築事務所

監 督 岡 部 建 築 事 務 所

場

盟運

ｾ＠

施 工 竹 中 工 務 庖



建 坪 124.8 1、 延 坪 4コ1. 95

鍛， ｾ ｪ 全員 ￭ Ｇｻ ｊｪＯ ｦｴ 凝 ｈ 丘 Ｓ 階住地

下 1 ｾ昔 、 外部花 ｩ 判石貼 、昭

和 7 1，Io12月竣工

大 阪 ・ 第 一 銀 行 船 場 支 底

。 圏 内 部 〔管業停・ 〉

ｉ ｉ 附不而｛ Ｆ ｾ

主己二二i m

敵計百村建築事務所 施 工 清 水 組

r ム「

各

2 5  VI I  



.. 

li 外 観

大阪 市 東 区今僑 4 丁目

Wx地主l ' 数 451 ，建坪 310. 延坪 1881 、建物高 68. 2 尺、

彼 Ｇ Ｑ ｾＱ 鍛筋況凝 こ ＱＺ 5 階建地階附 、外壁 東南雨。! 日』成; { I : I刻

石張 、他而人造洗 U: l L j塗、 11- ;: 覧室筏: iffl 腰プミ迎石貼 ， .1て

苦f 漆喰塗

思 営 業 室

VI I  2 6  
三菱信託株式奮社大阪支底

:::: 

曾 正 面 人 口

鮫計木下建築事務所 施 工 竹 中 工 務 庖



ｾ 竺

l 階 z]王 国 悩l

--ー

ド

F  

可

三菱信託株式省社大阪支底

金

「ー』

主 il 史

国

Wト

圃

ｾ一一一

5 階 平 田 !i; ，i!

2 ・3 ・4 階 半 面 |品|

ｾ＠
E  

‘を

同』

園町

置

寸

• 

置主計木下建築事務所 施 工 竹 中 工 務 庖 2 7  V fI 
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官 外 観

建士F本館 202、附属家 60 ， ｾ正 月本官 Ｇ ｲ￭ 69:J 、問I 廃 家 185、

倣 ｬｬｴｩＮ 昆 凝 ゴ二 Ｔ 階建 、 大津市阪本 ｾ ｉｲ ，琵 琶 湖田:f に断然光つ

て ゐる建物である。

/  

「一一一一一一一一一一一一一-

/  

¥ r 寸 J 〒 ー. - E  ｾ＠
f 「i

一一- - )

し一一一_ - 一一一ーーーーーー

_ _ J ，- 一ー一一一一一

V " 2 8  滋 賀 農 エ 銀 行 設 計 区 枝 工 務 所 施 工 大 綜 組



③ F ?i L一 一 一一 一」 ー

し一一 一一一ー一一一一 一一一 一一 一 一一一一一」

1  ｾ持 ｬ ｊ￴Ｚ i(rI 悶

金 j畢 ・ 加 能 合 同 銀 行

外 観

‘ 伺 営業室内部

<i'.>津市 F J足nl j" 42，ill 上ド本館 II :- .4:' 坪

附 属 厩 16.83 坪 、 延J. .1' 345.4 7  J:! Iと、鍛

筋 iIU凝 1. .造 3 階 、外r:11 ?I イス ト リー -

F イノLJir1j り、各 BlJ口 Jli J s¥jに ヒ シ ヤ 石

を貼る。管業手¥i 笠イ ミテ ー シ ヨ y ・

トラパーチ ン比11り、 要 所に 外 凶 芯 ト

ラパ ーチ ン を使用す 、 J 二存[1 は多 孔 !況

の特 製 タ イ 凡 、 天 井 イ ン キ 仕 上 、2廷

の 部 分 は コ y ク リート打のま 込特，f ]

ペンキ主主 l士上。

設計 村 野 建 築 事 務 所 経工 清水組
2 9  VI I  



含 外 叡

兵庫阪御影町、 建 坪 3旬 、延士ji 978 

倣 i官j 混凝土建 3 階建地 F 階附

V I I  3 0  御 影 公 禽 堂

段

ｾ計清水建築事務所 施 工 大 株 組
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宝
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園
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ダｾ主主三毛戸、

l 階 王匹 前 闘

V I I  

31 大祢組施 工

地下ｾ司王而闘

清水建築事務所隊計

3階l j ! Thi JT::，I  

御 影 公 音 堂
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外 観 鴎

大 阪 市 東 F巨大手前之町

敷地 406 町、 A]'; J'i' 2:'8.4、

延 坪 899、[":J さ55 問、塔89.25

尺 、鍛 'rJ ・6広f苅討tおf土品i

同民政治敬 脊 に仇する火譲

位を主として問書宗 、集合

袋、 食堂 、事務' 十::of が 附 託i

してゐる 。

$ 大 誘 堂

大 阪 ・ 国 民 禽 舘

大講堂

座席令部で 1500、2- 3階に

桟敷がある、形担材料母: 音

響 的 に 考 慮 が 扮 lまれてある

天井及壁 l士セ ロ テ ッ ク ス則i

コル ク壁 紙芝すーが侠川j されて

ある。

外装 l土腰放出入 u 廻花! 記石

田2、蛇腹慾鮫縁、塔 J-_部奇宇

は擬石貼付 け戎 l土人 主主i)¥;11l

塗 、其の大部分は凡て グイ

ノt. ! *で ある 、総て僧j J立なが

ら威般のある建物である。

駁計 岡 田 建 築事務所 施 工 竹 中 工 務 庖 3 3  VI I  



日 本 赤 十 字 壮

大 阪 支 社 の 全 集

ｩＡｾ置圏... 
よ

o

h

ザ

1
1

Cコ・2 ‘..

亡 Ｑ ‘Ｎｾ司

2日 s ・"

中 病 棟 外 観

s  

大阪市災王寺 ￟ｈ ｩ｜Ｚケ崎の ［ＧｾＺｪｾ 在に鮫 ｾｆ

両i] から赤十字r u : 大阪支部病院の改築

が行はれ1 ' 1 f 計 i!tl) 宇 治: 達成 された

F持病棟方: 昭和 4 年 4 月に、 <j l t日J棟 昭

和 7 q三3 月 、分 病 怖 が 同 年 5 月、: r t

護婦背i 泊所が昭和 8 年 6 月竣成した

会古1) 完 成 に はf有数年を要するであ ら

う Ｎ 恐ら く 近代 ｾ挙の進歩に感 じ た

病院主I ! 築とし て各 方 面 よ り 見 て東 洋

第一の 大h<i 院になるであら う。

hA] ! 引車験地 15263封 、車型建均三 5807坪

中 病 棟

ili 坪 456、延刻; 2457銭j J ) j (昆凝土造 、

外部全部浅賀人法石塗 、 Ｎ ｬｦｦｩ 搾 ｧ ｾ 主主日 ｈ

さ仕 1-. ¥I付古:j)天 井 &1主 フテ ス一 、 ペ

ンキt1: I". l bk 位 ペ y キ主主

各宥i の附帯殺到ii が完備され て州合と

して遺憾がない。

大 倉 土 木 株 式 曾 祉施工木 子 建 築事 務 所骸計
日本赤十字祉大阪支部病院中病棟V'1 3 4  



l 1"  1.  ｉＮＮ Ｎ ｾ ， Ｎ斗斗 Ｎ Ｎｾ 1，LJ 

叫ｾ

5 階 卒 面 倒

4 階 平 而 闘

1 ・2 階 卒 商 問

第 l 地 階 平 面 岡

尺 給

白 全 盲r 可o c包r 可i >: I ""官薗f・

日本赤十字社大阪支部病院中病練
阪計 木 子 建 築事務所 施 工 大倉土木株式曾枇

3 5  V I I  



地 階 平 面 凶

VI I  3 6 日本赤十字社大阪支部病院看護婦宿舎

看護婦寄宿舎修恵寮

ｾ苅［ 475、延主F 2883、銭筋混I凝土港地下 l 階 及 尾 根F4J 5 階 位 -

ｲＱ 哲也育館履根鎖骨 小 昼造 、 外部毛ノｾ ?l ノレ雪量、 下地へ淡黄色目た付

け 、 内部ｾ及天井石膏仕上 ベ ｹ キ塗 。

貴賓室 、 質管室 、 自密集 、 管幾室 、 図書室 、作 法予定 、 集合ｾ空 宇

があり 、主なる部分 は宿舎 である 、僧位育館があり 、 iJIJ 械に 小

さな茶室がある 。

段計木子建築事務所 施 工 鹿 島 組



--・ーー・

5  l'皆 卒 商 闘

4 階 ZJ 三 面 闘

3 階 半 面 悩l

2 階 卒 商 闘

日ヨド赤十字社大阪支部病院看護婦宿舎
鮫計木子建築事務所 施 工 鹿島組

3 7  V I I  



4 階 11 ' - 而闘

3 階 平 面 闘

VI 138 
大 阪 パ ン シ オ ン

大阪南郊玉出 、政地: J : ! ド数 271、建 坪 114、延主li 360、銭 筋コン ク リー ト遺

4 階 建、一部 地 下 室 倉 庫 附。

敷地の形完走と方向とに倒係して採光 温 風による平面 形 が特に往日される

その 平 面 に 腹 ず る 立 而 が 単 純 な 手 法 か ら 統 一 さ れ た 後 化 が 現 は れ て 居 る

小 アパ ートメ y トと して傑 出 し た 一 例で あらう 。

2 階 21;' 面 凶

l 階 11三 面 闘

'汽

¥. _.  

阪 計 村 野 建 築事務所 施 工 藤 木 工 務 庖



，〆

大 阪 パ ン ジ オ ン

関

S 北 側

:タグ三
/  

〆

叡 計 村 野 建 築 事 務 所 施 工 藤 木 工 務 庖
3 9  VI I  



ｴｾ＠

倉 外 叡

岸和田市 Ｑ 干減 ｾ ｉ ｊ 、 ｭＺＺｉｩ ド ＹＵ ( 附，隠語(17)

延 坪 142.95 Cs付属家 17)、銭' 円減j筋

浪IJ l rこ1-. 2 階建一部地 r E引 町、1市原 で

はあるが豪華な倶楽部 、 大阪の ｦｦｾｩｬ 業

合官官に努売 と して ゐ る 。

皇- t - .1: 

町

出

「ー一 一 一

皇 曾 主 上 昔F

宮 古

2 階 Zf ' 而 li; :，1 . .  

、1140 岸 和 田 市 ・ 自 泉 曾 館
鮫計 i度遁建築事務所 施 工 大 株 組



省 集 曾 室 内 部

イ木惣 室 崎

$ 玄 関 ポ ー チ

岸 和 田 市 ・ 自 泉 番 館
百貨計 i度遁建築事務所 施 工 大 林 組 41 VI I  



遠 望

V I '  4 2  
神 戸 市 中 央 卸 責 市 場

利 戸 市 中 央 卸 賀 市 海

市 ｬＧ 戸市 淡 四匹新 校話 ｾｮ ｲ ｦ 敷地而杓 35，2892] 三方米 、

主主坪荷f'li 24，8321Ji 方 米 、 線 延日1積 4 6，146平 方 米

餓f干減筋コ ' / 7 リー ト治及俄筋コ '/ 7 リート治

富良 計 紳 戸 市 笠 繕 諜 施工大倉土木株式曾絃



4  

ム

曾 外 観

{ t : 卜ーは内部大部分コ ンクリ ー ト生地仕卜 、天 井 に は ド ロマイト 吹き 付 け 、

外 に ili i ずるl t ! 1分 は モ ルタ ル捻t J : 1-. ，床 lオリノリユ ー ム政、リ グノイド{j:

トー叉 は テ ラ ゾ - tJ: 1て一般 床は 核 政 或 は Y リデチツ 卜由li i袋

$ 内 部

神 戸 市 中 央 卸 賀 市 場 訟 計 神 戸 市 営繕謀 施 工 大倉土木株式曾市土
4 3  V lI 



自昌

一一一一一一一 て二三三ヨ

L1l H7出!?( ! ? ?

d  

t!  

3 階 平 面 悶

一 一 」 一J 了プ了て?一つ

{  :J一一J五函:五:五邑 ;ji泊均ji品抱. 邑邑白鼠邑:i:i長五:比註E』=当
』

j仁::::::::::::，;::二: : : : : : : : : : : :E: : : : : :E; :二二;¥:::;:;;;

i /  

H  芭
2 階 平 面 置

h Ll LL品古田I

Lとと竺ヨコ

iυ 

大倉土木株式曾社施工殴計 神戸市営車種課神 戸 市 中 央 卸 賀 市 場

1 階 平 面 悶

VI 144 



住

........... 

三己 博 覧
ｾ＠
r=t 

ち

ι

見 て

松

日 →

主 重 光

( 1) 叙 説

住宅博覧舎が行はれ始めてより早〈も 十数年を経過し、止t間建築は異常なる進歩をなせ

るが故に、最主rr の{ J : 宅博覧合こそ前古のものと比較して遁かに優秀なる表現あるべきを期

待してい仁 、で此感忽の 一端を披i歴して主催者五ぴ閥係合枇の初1; はれたる努苦と犠性に封

し先づ厚〈 謝意を表し. 更に; 降来の篤多少の希望を開陳し置〈。

我建築協合が最初に象行し? こる位宅博覧舎は 、質に協舎の使命宣揚を第ーとなして 、共

間営利的意味の存せぎりし震に大なる失敗な〈して摺み? こるもの〉主fJ し、しかも狛共施設

の根本方針に統ーと lIi lj加の戚力を欠き 、共地域の選定や、共干ri 置や 、共各戸の住宅の建坪

其規模其形式等が医 k となりて一地域を同一統制の下に 完全なる 生祈機構としての表現を

見ぎりし こ とは今に至るも 何込2憾が深 い。爾来住宅博覧舎が随時随所に屡 k 行はれ 、也人

も叉共ftl 値に関して多少の認識を有するに至った。

近時の住宅博覧舎は共性質 と目的と する 庭全〈饗利を主眼 とする所の舎祉の 中心経営に

屈して 、悪〈共宜イ専問背の翁に供せらる〉の観あり e 放に先づ共地域に充分なる利便なき

ものあり 、次に住宅其建築に線本に不 自然 あ れ 不 備 あ り 、不純あり 、 よりて生じたる結

果は真面目なる住宅欲求者の失望号汁自主 大抵失敗に終りしも の〉 如l しO

這般紘 ケ丘 、大美町に於て行はれ? こる我建築協合主催の住宅博覧舎の虫fJ きも 、不幸にし

て此好ましか らざる先院を逐ひ ?こる やの1閉めり て、共規模の大小. 共地理的事IW等の差異

はあれど二者を通じて共に共根本なる営利的経営事業と闘係せし震 、本建築協合の民使命

は充分に護揮せらる〉に至らさ' りしものと思ひね。

( 2 )  

勿論住宅は科患の所産にあら子。従ひて叉必十一定の方式の'下に建てらる〉ものにあら

す、例 k の人 k の共 自111なる意志の欲求によりて左右せらる〉ものなると共に今も治共進

歩改善の道科中を行くものなれば、その完全な り得 5 るや言をf突にする。よりて以て之を一

定の理想や棋準を立て〉批判し . 組織し. 建設して徒 らに111，1'1生の自 111表現を拘束すべき性

質のものにあら 5 れば、そこに表現せ られにる物につきて重量多の不満あるも蓋し叉不得止

事柄なるべし。共土地の根本選定や、共地の匡;!1IJ や、種々なる黙に於て幾多の好ましから

さ' る事ありしも 、共経営上の目的が営利を主主なす以上、然あらしめ? こる事は寧ろ営然の

蹄結ならん 、H住之をよく利導し得ぎりし黙を特に遺憾とす。

本来住宅部訴の経営と云ふが如き特殊事業は共性質上園家叉は公共園韓に於てな すべき

事業にして 、 之を一位利 ｾｩ￭ｲｬ の自由に放 任 すべきものにあら子。沼彪に我闘の佐宅経営に

就ては共根本政策に無理あり且つ不理解あるもの とす。
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皆利事業? こらしu るが故に何より も先づ安債なる こ土地を物色す 。此安債なこ1: . 地が適苦:; ｾよ

る住宅部孫右? 生 み得るや否や第一の問 題 なり。

次には之を 11' ，来 得 る限 b高債 の ものにらしめて 、つ とめて多分 の利主主を犠げん とし‘ 即

ち大 k 的に宣傍を行ひ、術J i 之を? 守f して . 如何にも共土地が高燥 . 共 lk質が良好、共 策f院が

j薗和 . 共益集が清純、共 眺虫が住絶、而して共交迫力: 至便で あ ると 言ふ様 な芸員ーを殆んど例

外なしに並べ翠げて住宅欲氷者の?f5ーの抑 脊心 をそ〉るのであるコ

是等の詰切l にどれfごりが員であり 、叉どれ? ごりがfJ t f J 立であるかは共彪 lこ底 k 往来し叉は

居 住 し 締 りて遁 k に9: 11 らせらる〉事にして 、最初 の一見枕では充分に判明せぬのである。

此蹴が住宅経営者の乗す' る所にして、卒然として共地に臨み共説明を? 受りると多〈 の 人

k は先づ迷ふを常とす。

土地が安債であり: [ ' ! 拭にて買へ . 共所有権は始めより取得せらる 家 賃fごりで完全な家

が建ちて共設計料や監仔料を要せぬ等 k の前告には正直にして無性なる人主主は必十一度は

考八て宇信牛疑の紋態に堕する 。共虞へ 色 k の設言 、賞。読めりと言ふ事 となれば迷ひ込t J '

のは首; 然である。

然 るに 舎制: は本来営利的でーあり 、打算上の結果を考へて之が計費? を立て〉 いる のである 。

顧客の利径のみを討つ 1このでは 向家の利主主 とは なら ぬ。依 て此聞に趨首な甘味を収ふ犠な

「から〈り」を施 こ して置く。

此魂胎ーが何 Jそであるか ! Hi<虞 に差告げることを避げる c 1こ'>':I¥1i搬な性宅合枇の多 〈は共土

地 のー害IJ でも資り得 られ? こな らば、 それで充分の利主主主? 牧め得るのであるから 、後は' J l f'と

なれ 山と な れと云 ふ次 第で、 なかなか居住者の 使 ｾ￙ ・は計って〈れなし 、。でも 一見此底に居

住を定めに以上は容易に移科1 もH' ，来ぬから居住者は{ りとかして利 便 ならしめ; 様 として種々

に追加施設して相首な犠牲を拶1¥ふのである。

以上述べ? 二る 所は佐宅合駐中共性質の良からぬもの〉半間である。悉 〈の土地住宅経営

の合 枇が皆一様でない事は勿論である。庭用i 'l なる経営者は其 土 地の改良なり 、交通の整

備 な れ 叉各般の附格的施設に 相官 の努力と犠牲を姉って ゐる ものである事を知 らねばな

らぬ 、7こY 之を判別するに一寸| 利難がある。

:  

我建築切協J 舎の主{俄践 し? 仁こり叉f後去援し? 仁: 1.り) ｾ防闘 ｨ品 Ｑ 係し て ゐる Ｚ土 ｼ上 Ｚ士地也削ｻれ ｴ 宅合 ｉ許制枇 ｦ仕什 Ａ上 Ｎはは此ｻ後走者の方で ､あ ｢ る力が

1河噂究合など -::. 11呼l呼乎tばXれると従予来収の' tl'i: 1千符1J上二兎T戸灼fJ に共白誼;現カが;魚念:力が2れ?仁ニりし て自然に共; 計計十- 霊を制，恨l

にしてE禽毎3金在をを? 期しf得辱 られな しレ、場合力が: 多 Lい、のであって 、折 f(! 閥係者が心力を費やしてやっ 1:

仕事が充分の効果を奏しない桟にな ってゐるのは筒: 度なが ら探く迅憾とする所である。

( 3 )  

住 宅 群 ( 叉は部落) は共土 地 . 共 家 屋、共現境が可出来限り一様であり 、即 ち卒等に近

いもので あって、 共 群中の- 1こり と!ujJ; も他と比較して甚fごしき懸隔のなき場合に於て始め

て生成 の慣値あるものと信する 。

即 ち或物を構成す る所の単位原子力 E同一であって 、 それから一つの分子となり 、一例 の
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生活機構として完全なる働きをなし得るものと考へて共土地事情が同一; 伏態にある こと が

必要であ らう。 これは特に我 k 日本人の好む庭であり 、叉理想、より 言ふ も同 じ京な 日たの

照射、風鎮の流通、地物景観を取り得るのが必要であると思ふ ＱＡ｜ｾ 論敷 地 面 積い ｩ 普同じ大

きとなし、叉其高低に 於て も大差な〈して 、l予の家より直接に近¥: } t 窓 下に乙の家を見お

ろすが如き 事なきを要する 。

これは総本の要求である。凡そ人怖の常 として自分が可成他より 低〈見らる〉 こ とを? 欲

せぎる艶より考ふるも住宅力 2ー綴なI ! k 態に置かる〉程よい事はな い。

父母: が共種 k なる闘係、境遇に於て共生所以態の他と一様なり得さ' る場合と雌も之を児係

迄及1まさしむるを欲せき' る有難い人情から見るも 、住宅の敷地に可なり 差異ある大小があ

り、 高低があり 、又其種々相に見別り易い表面的 't 挙違の存する事は勢ひ居住者の問に差

別槻ｾ瑳生せしめ随ひて此庭に集る合 ｉｾ 心純真 の子 弟に優劣観を起きしめ 、 其「プロ ｊｉ ブル」

の差別的見地から嫉妬的概念階級闘争的意識を惹起せしめ共部落の卒和を害し共同生前簡

として共完全なる機構 の ｭｾ なきしめざるに至らん こと を 恐 る〉の で ある。

思ふに住宅は共規模に於て 、共構造に於て 、叉共形式に於て全然自由あ りとも 言ひ得ら

れやう。或は右の通りに見? : ; ぢが自然かも釘lれぬコ住宅の改善進歩を企闘する」二から言ふ

もJ釘〈見るを必要とすべきな らんコ Vf' しながら之を集副館形 として一個の取趨めに生前機

構と して考ふる時は、共11' ，j k の住宅に飴りにも目立つ所の器泣表現をなすは決して好まし

きも の とは言はれぬ。

共規模に大小があり共形式に精粗があるも各 k 獅自 の立場で他と は全然淡交 i!);で生活す

る事を得ぺし他を仙倣 ｉｉｕ ｉｾ ｉｉＩｾ し得る高位置を占めて黄金の光を見よと 言 はむばかりの ー 凶 ｩ 榊

も叉人間優勝生前の一様式であ らう。

がこれは他から見て決して快とせぬ所で ある 、叉自省すれば決して恨ましき態度で もな

い事が明瞭である。内閣的には兎に向 、タトl断的な共同生活関には超群性は{ ) 正樹の寂しI床ゐ

りて面白〈な L、。

( 4 )  ては今度の博覧曾は

此博覧舎こそは共見方によりて自 ら共批判の純悶 と内容とを異にする。若し博覧舎が種

k に異なれる形式構造内容の住宅佐建列ねて 、人k に住宅建築智識叉は住宅群の一般的意

義普及の震にするものなれば 、今次の事は先づ及第な り、 短期1:':1に家は勿論、周囲の崎11i  

や庭樹や共他の附加l添訟も叉よく行凪いて出ちに居住使用し得て表面的には些の不便不備

なき迄のもの? こらしめ 1=努力と手際には充分敬意を表すべきである。

左れと 此↑ 専覧舎を住宅改善途上のー表現と見れば大分共批判のtJJ1j 準を具に す。即 ち在来

住宅中の改善すべき諸貼は如何に取倣はれ表現せられ? こりや 、不幸にして今衣の博覧舎に

は猫意に漏1=ぬも のがある D

例して見ると大美野の様に 一般観賞者からどの家を最良と思ふかと 言ふ問題を出して 之

に懸賞し1=地方に 一考を要する 様であ る。
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何故かと言ふに此庭に建てられに家 k は其敷地の欣態に於て 、共大 さに於て、共建坪! こ

於て 、共内容外観等に於て皆悉〈相異なってゐる。一様な尺度では測定出来ぬものである。

で夫 k の建物に5J J j A" な尺度を用ひ? こら間違ひである 。但し同 じ尺度では測定 しゃうがない。

すれば如何にして甲と判じ乙 と許しにかと 言へば答へは 11伎 11$ じJ と言ふ事に蹄する。一

種の「好み」から来る直住である o 此「好み」が多数の人建の/ Uiに一致し居れりや否やも

疑はしい 、いや多数の得緊あつに場合が同じ好みで恕げられに事 となるが 、果して同じ好

みが斯〈あらしめ? ことは断定出来ぬのでーある。

では余の見る所如何 、正に叙述し来つに如〈一極の尺度を用ひんとする。

第ーは共土地の選定である。之は特に今度の博覧舎の需に用意せ られにものでないから

其赦況償値批判は自ら別の問題である。 ＱｾＧ ' " 紘ケ丘は彪女地であり大美野の方は蹴開地で

あっ 1: 。で前者については多少の希望的意見も加lへられると思ふが後者には之を容れられ

る徐地はない様である。

雨者は共に ｬ 資大なる地積 ｻｴ＾有し大 Ｑｉ 反を 中 心として 北 と ｆｉ ， ｪ に相 ｨｾｾ っている 。 其距維は中心

大| 波迄必す・しも近しとは言はれぬが決して速いことはなゐ 、多少の距離時間の延長は共施

設によりて充分前へる 事である。

前者は阪急: 伊丹牒より 「パス j の連絡によらねばならぬ出li 佐義世りの現質的不便とする

がいづれ近き; 樗来には能勢方面と の電車の延長連絡も成るべく斯〈して共距敵は相官に短

縮せらる、も の と思ふ。後者は南海電車の停留所に泣 し 此黙では既に申分がな い。

共に高事・である。前者は二仰の可なりな吹き 水面 を宥する 池販 を中心として共周囲には

美は しき樹林があり、叉. f i'j 維れて 北慢の連挙が見られ快 悶ではないが非常に洛/音いに成で

ある。

後者は景致として直接の地物 を有してはい なゐが阿笠間 ;W;I 生策に満ちに1明る さを持って

いる 。之は北と南と の自 然のが1月L とも言へやうが. 土地としては共に先づ良好で・ある 、即

ち前者は静除 ｉｾ 未ｻｴ＾好む人に室Ｚし〈後者は前動 集に 生きんとする人に立しゐ。従って此両者

に於りる生前様式は自然共住居にも影 ｗｾ する 当 ｬｩ があるもの と見る 。

第戒は共全鵠的「プ ラン」である 、前者はili 路等の取りブJ カ;，j !fH央〈 、後者は之に反して

柏噴い、之又土地の事情に相怒しに !庖設かとも思はれるが i走者の 佐宅鮮だりにまJ するも の

としては将j大に過きで後分共必要の度を超えていると 忠はれるに反し . 前者は 少し <. IJ 、lこ

して柳きか足らぬが女f I < . 思はれに。特に前者は共池燐を中心とする型li に於て 、之が必然的

に公園的に取t伎はれて其全情的の要部をなす貼より見て共同溢道路は今少し尉〈し? こ方が

宜しかつにかとも考へて見1: 。

猶此池燃は村の用水池で合祉の自 It l経営に属するものでないらしゐが之に流入する水路

の堤が「コンクリ ー ト 」迭 で下水 渠の 如き観 あるは甚 Ｑ ｾＧ 不 自 然で折角の風致を損じている

事多大のある 、之は何とかして速やかに改善せらる〉事を希望する。

就て思、ふ事は掃 ｩ ｬￏ ｬ Ａ ｋ 中国ｾＱｉ Ｑ の 用水としての池崎は共既肢 の大 小の 差 異こそあれ Ｎ 随所に
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賠在して存し、共或物はそれ自 らよさ景観をなしている 、従d て其周固には よき住宅群を

配置せられやうと思ふが従来之を中心として完全なる 「プラ ン」が立 て られにものは殆ん

ど無い様である 。此賠は今後の位宅1洋経営について最初より留意してか〉ると宜しゐ。

猶道路のギfj 置より見るに大美野の方は一部では あるが歩道 と車道 との区分迄せられてい

るし叉並樹も植えられてゐる。? こに此歩道の「セメン ト」叩 きには味がな い、柳きか殺風

景である 、これこそ今少 し共幅を狭めて小石敵さ とでもして置 きにらー居住宅地として の

良き感じを興へ? こであらう 。前者の方は並樹もあっ? こが道路はま 1:: 完備 してなかっ? こから

之は迫 k に問園趣味の裕な自然をよ〈取入れに施設あらまほし 〈思ふ事をあげて置〈 。

更に慾を云へば斯る住宅群の間の道路の並樹や其の一般的施設は共土地事情に J[11 してよ

〈工夫 し、出来る峡り自然美の表現であらしめにい。樹極の主nきも絡に乏しき都合の道路

並樹と同一に取倣ふべきものではなゐ。家 k の垣や柵と の調和をも考へねばならぬ。

第三は一戸の住宅用地積である、これは特別なる地理的関係、から止むを得予して出来? こ

特犬 、村j 少なるものを除きて大関平均している様であるが 、その特えなるもの と品川、なる

ものとが共間に狭まれ居る事は余のI面白〈な いと感する 。

特に共敷地が{ 並に六七十主ji. に淵? 二十して蕊庭 に卒家が建て られ共前後叉は左右に武階屋

がある場合、此イヰ二宅に居住する人は決して窮屈味を感ぜす・して居られゃうか 、? こしかに此

小地積上の家は見劣りがする、此史ii は越〈べきであらう 、之は余の主持する 意見である。

叉百坪内外の地積上に二十五六坪の建築をなせば其周囲に何程の徐地もなし之に多少

の樹石 を布置すれで畿均、かの花壇築関や-:r: pj 忌らするの犬舎鶏合の施設や 、或は薪安維具の

物置 の配備にも ｾｩＱ￬ 不足を感じ隣地との境界僅かに三尺に充にす るして 半〈往来 し 得られ 、 高

き板塀等にて互に勝手元や裏面を見ぎる様施設しゃうとする知などに幾分の無理と困難の

ある事を'覚えしめに。

で此部類のtl 二宅群には佐少なくとも建 T の五似以上の地蔵を7輿ふべきではないか。 同国に

生活して 、より自由な 、より iWlき、n'u して「のびの びJ した感じを充分 にl沫ふ上に於て二

者共に其一戸に 配嘗せ られに敷地が，H' i少な 〈はなかっ? こ か。

勿論敷地と家との配置闘係をよく考慮して其利用徐簡を山梨る Il iO多大ならしむる工夫

は技術的に猶可能性の存する駄であるが 、こ れには各戸 が白 山に任意に設計せられ布置せ

らるる限りは望まれないのであるから 、自然其底に何等かの統制を必要 とする 事 とならう。

第四は住宅其物である 、羽lれも総用に出来ているが間取がゆっ? こりしていなゐ。米突法

の行はれなとする場合、せ めては改良住宅として此尺度の長所を充分譲1111しに蹟さのもの

にらしめにならばと 思ふ。

之は現時何れの住宅にも見る烏li で司被j り此場合に峡られに事ではないが 、共勝手回りが徐

りに 局限せられたのは遺憾と 思ふ。炊事場 . 浴室 、洗面所 、使)ifr は常に 言 ふ通り住宅とし

ての生命存在の最安部なるにも係らす 、 それが申合せた様に一様に扶かつにのは現時建築

関係者の堕して いる謬見の然らしめ 1: 事であらう。

これは建築家自身の大に反省すべき事ではないか 、住居には規則よりも自由を要する。

4 9
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活動の源を官会りにも極度に制限して可成的居室や玄醐や陪接室を告余分に飾らうとする心理

は好まし 〈ない。これは 男性と して 家庭をよく見ぬ蔽であり 、女性よりすれば一種の虚楽

に生きんとする樽見から来るのである 。

方三尺に足ら ぬ土間で戸の開閉や風日寵の焚火やよく窮屈 l床を感せ' すして行動し得ペき

や否や、燃料として瓦拶iの利用出来ぬ土地の寵に薪炭置場としての演 さすらなき黙. 日常

生活用物資の配給が必十しも便利でも ない庭に其等の非常用貯戴の官会積を持? こぬ台所、共

虚で我等は常に安心して天災事費の際の事も考へ十に居 られゃうか。

第五は外観が通じて必要以外に複雑に過ぎ識細に過' ; t ; ， " 佐嬰化と技巧との表現に汲 k と

して家の自然 と員味の表現を忘れ? こ事である 。

自然にして且つ絶封に安全ならしめ得ぺき屋根の形態を殊更に費え ? こり、態とらし〈し

に k これ見よがしに取扱つ 1: 黙を不可と信する。

外観に重きを置〈蔽は家その物に「をもっき味」金欠〈ことである。荘重とか事長}享 とか

言ふ趣きは不幸にして近代的住宅の多数の外貌よりは求め得られなゐ、此結は我園民性の

反映かも知れぬが決して好ましき事にあら十と思ふ。

第六として最後に一言し亡きは是等の家は直ちに何時にでも居住使用し得らる〉様完成

を期しに震に共同閣 の Ｎｴ ｉｩＮ や門や樹石の施設配置が ｦＧｾ￬ 重〈るし〈官余計に 加へ ら れに鉱で ある

是等は夫 k に必要ではあるが功を? 急: ぎて満足の得 らる〉も のでなゐ . 樹石の配置に於て特

に然りである . 叉表門等1め構へにも見え透? 二無駄のあっ? こ結は遺憾とする。

( 5 )  今後のものに封する希望

以上予の所感より将来更に行はれむとする博覧舎につい て希望築を傘げて置く。

第 一 に我協舎は全然指導的位置に 立 ち て 競争の渦 中に 投ぜぎる事 。此理由は 設 明ｾ妻せ

ぬ、若し不得止 して質際的に協舎の立場を表明す る必要あらば必する理想的に共ーーにつき

充分説明の出来るも のにらしめ? こい、例へば米突法によりて室は大事〈し . 壁、天井 . J末

等の構造を合理的にし無駄を省し 勝手回り lこ絶封に遺漏のなき 施設をなして 、先づ家と

して最も必要なる部分 を完備し何人も共施設に首肯せしむる様なすべきである。

第二は住宅智識開拓の震.叉共進歩改善の潟に最も優秀なる範例を示すこ とを目的とし.

必十一定の地積一定の平面によ らしめ て敢戸の家を建て、如何に配備し. 如何に其取材の

方法注意等によりて其111司王楽に甲乙を生十るかを明確に認知せしむる様なす 事である 。

第 参 には敷地 の選 定 ｬｬｦｾｊ の ｾ Ａ ｉ ｩ 定等に闘しでも出来 ぺ 〈んぱ最初より之に閥興して一種の

理想、案 を立てて土佐む事なり o'

第四には充分の期日を輿へて各部の計畳を最も t! 民宿な ら しめ絶封に遺漏なきを期すべき

事 とす 。

従ひて位宅中 の或部分叉は或棟敢は其構造内容等を 一般民衆に知悉せしむる篤に宇成の

ll k態に あら しむ べ く、他は之を遁首に施設 し完備せしむべし而して之に要したる圃厨仕

様書明示IA書建築費精算書- 等を明細に提示して 、如何にすれば家は完全なり得るかの智識を

正しく人々に奥ふる様 それ等の方法をつ〈し以て充分の効果を期すべきである J
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鎗 接 及 び 切 断 用 語

守主図 = 於テノ、鈴接 = 関ス ノL 標 準 用託 ノ公定 サレ タモノガナイガ . 1! =t品ゲノι モノ ノ、内務、潟

市 、遜信 、品!，( mノ各省及勢 調用語:、大喜星放= 東京地方 = 於 ケノι 有力ナノι 遊館 、橋 梁 ノ 各 曾 iii:l: ノ

余白 接］闘 ｦ 糸ア ノ ｌ 有志ノ技術者ニ依ツ テ 飢級 サレテヰノｾ i治接研究舎ガ最近決定シ F モノ デ ア

"。

是苦手ノ、勿論今後各方商ノ御 Ｚ 意見ヲ 伺 ツタ上向訂正 サノ ｾ li f キモ ノデアルガ 、鈴接 = 胸係チ モ

ダレノL 専 門家諸氏ノ御批判 7 乞 7 ト 共 = 一 般 ノ方 々ノ御多 考 = ナレパ卒。デア IL 。

何 tii 接研究曾= 於テノ、主主 =t島ゲノι 一 般 用 話 以 外 = 目 下 引 絞 キ多数 ノ鉛接 JI ];，Hf 7 制定中 デア

ノL 。 会話 接 研 究 合

I  一 般 用 語 ( Ge n e凶 T e r ms )

1  ｾｦ 接 Ｈ ｗ ･ｊ ､ or W elding)  

ｾ腐ノ部分的融合 ］ it( J L 接合ヲイ 7 0

2  鈴 接 法 ( W el di ng pro何割〉

鈴接チ行フ方法ヲイ 7 0

3  鍛 接 ( F川 ge wel d;ng)  

Ｔ ミ鈴 話ｾ ￭Ａｫ態］於イ テ ｾ賜 ］鈍 打 ヲ カ日ヘ テ銭ス鈴

接ヲイ フ。本 fi f接 Z ノ、鍛 冶、機鎚及 ピ[ ロー ルJ

鈴 接 等 7 合 ムモ / トス 。

4.  ｉｄｾ 後 Ｈｐ ｲ ･ｳ ［ｵ ｲ･ welfl i ng)  

鈴融］近 キ ｊｉｫ態］於イテ金風］機滅的ｉｬｬｾ力ア カ ｈ

ヘテ銭ス会主接ヲイ 7 。本鈴接= ノ、抵抗及ヒ 1Jn朕

[ テル ミッ ト」鈴接等 7 合ムモ ノ トス。

5  磁接 ( Fl 民 ion wekli ng)  

鈴 級 ｮｽＨ 態］於テｾ厩］ 機 械的 ｅ 区力又ノ、鎚打ヲ カ ｈ

ヘズ シテ ｾス鉛接 ヲ イ Ｗ Ｐ 本 ｭ 接エノ 、 瓦斯匂狐

1i l . ピ「テノL ミット 」鈴接等ヲ合 ムモノトス。

6  母材( f おおe l l lda. l)  

鈴接久ノ、切断セ ラノL ノL 金属ヲイ 7 。

I  鈴 接 接 手 ( W elding joint )  

鈴接エヨ リ結合セパ接手ヲイ 7
0

Ｘ Ｎ 混用接手 Ｈｃｯ ｬｬｬｰ ｾ ｳｩｴ･ j oint) 第 l 岡

会主接 ト其ノ 他 / 結 合法トヲ 併用セノι 接手チイ 7

9. 盲〈メクラ〉接 手 ( Cks ed ｪ り ｩｮｴ Ｉ 哲 ｾＲ 悶

小口ト小口叉ノリl、口ト面 ト" i 製〆接燭シテ鈴篠

セノL 接手ヲイ 7
0

10. 倒 ( ヒラキ〉接手 ( Open j() int ) 第 3 闘

小口ト小 口叉ノ、小 口 ト面ト ノ問= 激メ間 隙 チ 附

シテ鈴接セノL 接手手イ 7 0

11. 縁 〈へり〉 接 手 ( Edge j川nt ) 第 4 悶

母 材 ノ商 ト菌 トヲ合セ :l /  i縁 7 鈴接セ ノL 接 手 テ

イフ

間

7

5

手

第

接

、
ノ

L

-
m

セ

円

接

付

鈴

孔

山
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/

に
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手

ム
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街

、
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J

司

ノ

セ

ト

ハ
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ア

小

キ

ト

ツ

ロ

r

t

、
、

ム

ロ

ノ

街

材

7

母

イ

q

L

 

13. Ｑ｛ｾ＠ ( カ サネ〉 接 手 ( L" p j() I:1t ) 第 6 闘

母材 " lIX才、合 セ テ一方 ノ母 材 / 小口 ト他方 / 母

材 ノ而 ト"1許接 セノL 接 手アイ 7 。

14 角 ( カド〉接手 ( Corner j() in1) 第 7 闘

母 J防ガ角 形ヲ形成スノL 如 ク鈴接セノL 接 手 チイ 7

15 ゴ 接 手 ( T ee joi nt ) 第 8 岡

母 材 ガγ 形チ形成ス ノι 如 : 71- 存接セノL 1妥手ヲイフ

16. 手 鈴 接 ( Jl hnual welcling)  

主ト シテ手= テ 行 7 鈴接チイ 7
0

17. 機 械tf f接 ( Aut Ol lwt; c we¥ling)  

主トシテ自助機械= ヨ リ行 7 鈴接チイ 7
0

18. 底〈ソコ) ( R 'l[，1) 第 9 問、 tt1 131f.;J]

鈴 接 部断 面 = 於ケノL 底 1;1; チイ 7
0

19. 底 線 〈テイセ Y ) ( Rつのt edge) 第 10悶

底部= 於ケノq 妾合級テイ 7
0

20 底 面 ( Rっ[J t rac;!) 第 111百l

j底部= 於ケノL 接合商チイ 7
0

21 . 喉 厚 ( ノドアツ) Ｈ ｔｨｲ ｯ ｡Ｎ ｴ Ｉ 賀ｾ 9 問 、 第 13悶

鈴接部断而= 於テ底チ油ズル直線= 沿ヒテ測リ

タノι 鈴接ノ最小ノ厚サチイ 7 。而シ テ柿沼盛チ

合 マ ザ ノL モノト ス。

?2 品lニ端 ( T ce)  司ｾ 9  s1r 、第 13悶l

鈴接ノ 表面ト 母 材 ノ商トノ交志望 テイ 7
0

23 唐 ( L ayer) 第 12岡

百社接 =t炎テ鈴荒令鼠ノ賠チイ 7 。

24. 脚 〈アシ) ( L c g) 第 13闘

隅 肉 鈴 接 = 於 テ 一 方 ノ 鈴着商ノ縮予イ 7
0

25. 鈴接 線 ( ¥¥' e正I line)  

「ピード」閑o; J Zえ街合 鈴接 ノ延 長方 向チ表 ノ、ス紋

テイ 7
0

26. 連 続fif 接 ( ContinuolL' ; 川 :d) 第 141，司

鈴接線］ＷＮ於テ ｾｦ 接部ノ連綴セノ ｌ モノヲイ Ｗ Ｐ

27. 断 続 鈴 接 ( Int enl l i 1tent wel d) 第 15悶
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鈴 接 線 = 於 テ 鈴 部 接 ノ 断 績セルモノヲイ 7 。

28 並列鈴接 Ｈｃ ｨ ｾ Ｎ ｩｮ int ermi tt ent wel d) 第 16間

断綴鈴接ノ Ｇｾｈ ｕ =- i i ' tカレ F モノアイ フ。

29 千 鳥 鈴 接 (Zi g7，ag intermi tt ent wel d) 第 17由1

断綴鈴接ノ千鳥型］也カレｾ Iι モノヲイ 7 0

30 仮芳ケ ( T ack weld)  ［￮ｾ＠ 18闘

組立ノ目的= ノミ使用スノι 断 綴 鈴 接 7 イ 7 0

31. 耐 1J 鈴 接 (Strengt h 、同ld)

B!! 1J チ 停 7 ノι 事 7 目的 トスル鈴接ヲイ 7 0

ＳＲ 填 ｾｩ 鈴接 ｃｃ ュ ｵｊｫ wel d)  

接手ノ i局止 7 目的 トスノι 鈴接ヲイ 7 0

33 補 強 盛 ( Rei nl' oJ' cement ) 第 9 闘 、第 13闘

納 強 ノ 目 的 = テ 標 準 形 以 上 = 盛 リ 上 ゲ 9 ノL 鈴 策

会腐手イ 7
0

34 下向( シダムキ 〉 鈴接 CFl at ｜｜Ｇ ･ｾ ￹ｩｮｧ Ｉ 第 ＱＹ 闘

上 方 ヨ リ 下 向 ニ ナ リ テ ナ ス 鈴 接 ヲ イ 7 0

但シコノ場合鈴接線ノ、水平ト 45
0

以下ノタj Jj p

ナス モノ トス。

35.  5i2 UZ テ 〉 鈴 接 ( V ertic沌1 we!cling) 第2J 1'Jj

側方ヨり 上 下 方 向 = ナス 鈴接アイ 7 0

但シコノ場合鈴接［ｦｾＡノ、鉛直 ト Ｔ Ｕ Ｐ 以下ノ角度ヲ

ナスモノ トス。

3羽6. 上向〈ウノρ、ムキ〉鈴接 ( Ove叩rhc:刈1刊叫cl weJほcli ngω〉

第 21悶1

下 方 ヨ リ 上 向 = ナ リ テ ナ ス 鈴 接 ヲ イ 7 。

但 ν コノ場合青年接線ノ、* : z p . ト 4 5

0

以下ノ角度ヲ

ナスモノトス。

37. 横 〈ヨコ 〉鈴接 ( Hcriznntal ｜ｖ ･ｾ｣ｬｩｮ ｧＩ 負ｩＧ ＲＲ 間

側 方 ヨ リ 左 右 方 向 = ナ ス 鈴 接 7 イ 7 。

但 シ コ ノ 務合鈴接紡! ノ、鉛直 ト45。以下ノ角度チ

ナスモノトス。

38. 縁( へり〉 鈴接 (Ecl ge weJ d) 第 23悶

日侯厚ノ方向ガ母: 材ノ小口ト直角務シクノ、略直角

チ ナ ス 鈴 接 チ イ ア 。

39 街合( ツキアノ、セ 〉 鈴接 CButt welcl ) 第24間

喉 厚 ノ 方 向 ガ 少 ク トモ 一 方 ノ 母 材 ノ 商 = 直 角 若

シグノ、略直角チナス鈴接チイ 7 0

40 隅 肉 ( ス ミ ヱ タ〉鈴接 ( Fi l let wel d) 第25間

喉 厚 ノ 方 向ガ母材ノ商ト 45
0

若シク ノ、略 45
0

/  

角 度 チ ナ ス鈴接チイ 7 。

41. 側 面 隅 肉 (Lateral fi Il et) 

鈴 接 線 ノ 方 向 ガ f専逮 スベキ w . 力ノ方向= 卒行ナ

ル隅肉鈴接手イ 7 0

42. 前 面 隅 肉 ( Fr ontal fiJJet )  

鈴接線ノ方向ガ係主主スベキ HmlJ ノ方 向= 直角ナ
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ノι F悶肉 鈴接チイ 7 。

43. il 持方隅肉 ( ObJ ique 引 let)

鈴接線/ 方向ガ体主主スペキ E主力 ノ 方 向 = 角 度 チ

有スノι 隅 肉 鈴 接 7 イ 7
0

44 鈴 加 材 ( Fi ll er metaJ )  

鈴 接対I=- 銘力日ス ノι 金属チイ 7
0

( 鋳 篠 降、電 位 棒、

「テノｾ ，ツ ト」混合参照ノコト 〉

ＴＵ 鈴篠ｾ鹿 Ｈ ｗ ･ ｬ｣ｬ metal )  

鉛接Y . {I チ 形 成 ス ル 金 属 チ イフ ot 鈴 接 合 属 部、鈴

者 会 底 部、融合調l参照ノコト〉

46.  j捺着会腐( D epositecl metal )  

鈴加材ノ鈴着セノL モノ チイ 7
0

47. ｾｾ接金 属部 Ｈ ｗ･ｬ､ metal  zone) 第 26岡

加 熱 ニ ヨ リ テ ー 且 牛鈴融又ノ、鈴融3状態トナリ F

IL $i r接 部 分 7 イ 7 0

48 融合1 :11 (  FU'l ion  zone) 第26闘

母 材 ガ 鈴 融 ν テ鈴着令腐ト融合セノι 1(官庁予イ 7

ＴＹ 鈴渚ｾＡ鴎ＱＺＱ Ｑ (Deposi te'l  I1letaJ  zone) 第 26!i，;lJ

鈴接合図 ＿Ｇｦｬｾ ｾ於テ鈴着令属 ノミヨリブ ーノ ι 古 ［ＱＱ 分 チ

イ 7 。

50 重警官i 部 ( Affectecl ム、ne) 第26問

並存接熱ノ F メ ユ 会 風 組 織 ノ後 化 テ生 ジタノL 母 材

ノ部分子イ 7
0

51 原町部 CUnaffected zone) 第26圃

鈴接熱ノダメ エ ｾ腐組織 ］俊 化 子 生ゼザノ ｌ 母材

/ 部分チイ 7
0

52. 鈴 込 ( ト ケ コ ミ ) ( Penet rati on)  

鈴接前ノ旬: 材ノ iiii ヨ P 測 レル 融 合 部 ノ 深 サ テ ィ

7 。

53 荻 ( CJ' ater)

i ' u : 狐又ノ、瓦斯焔ノ作用 = ヨリ 「ピー ドJ J 終 端 エ

生ズノL 凹所チイ 7
0

54 主主泡 ( G同 pocket)

鈴 融 合 l夏凝 聞 ノ 際 放 出 スペキ瓦斯ノ残留= ヨリ

テ主主ズノι 鈴 接 部 内 ノ 怨 所 チ イ 7 0

55 会主沖 ( SJag)  

鈴接部= 残留スノL 非合風物質チイ 7
0

56 中 性 焔 CNeut ral f:l ame) 第27悶

完 全 燃 焼 チ ナ ス 鈴 接 焔 ヲ イ 7
0

57 炭 火焔 ( Carboni zing f:l .l lne) 第28国

遊間ffi 炭 素 7 有スノι 鈴接 焔 7 イ 7 0

58 酸 化 焔 (Oxi di zi ng f:l ame) 第 29闘

中性焔ヨリモ酸素量大ナノL 鈴接焔ヲイ 7
0

59. 熔 心 CCone) 第 27岡 、第三9闘

鈴 接 脳 中 = テ 口金ノ 直 前 = 生 ジ 闘 錐形 = シテ熔



中最高温ナノι 部分ヲイ 7 0 machi ne)  

60・逝火 ( R，l Ck fi re， or  Hash  b: . lCk)  沼流ガ増加スル= ツレテ電膝ノ、自動的 = 減少ス

焔ガ口S J : . 叉ノ、瓦斯混合第J >xノ、 「アセチレ Y J 通 路 ノL モ定勢力鈴接機ノ 如 キ望号化 7 ブサ マル銚接機

= 逆行ス ノL コトヲイ 7
0

7 イ 7

0

61 テ凡ミット反感 ( 1‘ hel' mit react ion) 76 定電流鈴接機 ( Constant current welding 

酸化繊ト「ア ノL ミ= ウム 」 ト = ヨ 人 過 熱 鈴 融 セ mnchi ne)  

ノι 鍛 ト酸化「アノL ミ = ウム J 7 生 ズ凡護熱自導ノ 規定宿弧電 ｈｉ ｾ = 於テ定宇高官流 7 出スヤウユ調猿

反 感 7 イ 7
0

シタ凡トキ、電狐電
E尽力・ソ ノ規定値ノ 10 % 以

62 鈴接ノ大サ ( WeJrl size) 下= 俊動ス ルモソノ電流努化 7 自動的= 定給電

鈴接K f i断面ノ昔「主f 寸法 7 イ 7 0 隅肉鈴接ノ大サ
流ノ 5%以内= 保チ且凶復時間ノ、十分ノ 三秒 以

ノ、脚ノ長サ 、街合鈴接 / 大 サノ、喉厚= テ示スモ 内ナノq 存接機ヲイ 7 。

ノトス o 77 定勢力会主接機 ( Constant energy wel di ng 

63 鈴接ノ長サ CWe:d length)  machi ne) 

中断セザ ノL 鈴接官官ノ長サ アイア。但シ 議;: ノ長サ 規定' i ll 狐' i i 1H区= 於 テ 定 持 勢力( 出 力 ) 7 出 スヤウ

ヲ除クヲ例ト スo = 籾猿シタ ルト キ、電弧危膝ガ Y ノ刻定@ ノ 10

64・3存接/ 心距 ( WeJcl 写'paci ng) 第 16闘 、第 17闘 % 以下 = 俊勤 スルモ 、勢力( 出力〉援化ヲ自 動 的

断続鈴接ノ心々 J i e . :1i fI7 イ フ 。 = 定 絡勢 力ノ 5%以内= 保チ且1 i 1 l 復時( 1 : 1 ノ、十分

65 母 材試験片 ( B‘Ise metal test  speci men)  ノ三秒以内ナノL 鈴接機ヲイ 7

0

母材ノミヨリ成ノι 試験片 ヲイ
7

0 78・陵極電駆除下 ( Ancde clrop)  

66 {f非加材試験 j十 ( Fi l ler nt etal t出 t ｾ ｰ･ ｣ ｩｭ･ｮ Ｉ＠ 危狐流ト陽極トノ問ノ危膝降下ヲイ 7

0

鈴

/10材ノ ミヨリ成/ 1- 試 験 l十アイ 7 0 79 険穐 ｩ 在日ｾ降下 Ｈｃ｡ｴ ｨ Ｑ＼ ｬ ･ drop)  

67・鈴f安部試験片 ( Weld l1l eta 1  test ぉpeci men) 危狐流ト陰級トノ問ノ電J a 降 F 7 イ 7 。

母材ト P#接古11 トノ合成試 験片ヲイフ o 1旦シ破 断 80.  f f i : 狐流 1'ilH区 ( Arc Rt r eamτoitage)  

ノ、必ズ会主主姿 ｾ ｯＱｬ = 起ノリ n? 形 成セラレ タノレモノト 電弧ノ χ j折幣 問 ノ 電 膝 7 イ 7

0

ス。

81 閉路冠膝 ( Opencircui t yol tage)  

68. 鈴接接手試験片( Wel ded joint test speci men)  鈴接電流ノ流レザル トキノ爾む縁関ノ定感ヲイ

鈴E妾接手ノ強サ ヲ験 スル目的ノ試験片ヲイ 7

0

7
0  

69 鈴着命感試磯片 ( Deposit ed metal  test  spe- 82 電狐 11t H区 ( Arc volt ‘1ge)  

cint en)  ｦＧＮｬ 弧 流 ｦ｣ｩｾ 、 陰極定感降下、陽極 ｦｬｴ Ａｍ 降下ノ総

会主着命鹿ノミヨリ成/ 1 - 試験片ヲイ 7
0 和ヲイ

7

0

70 瓦斯切断 ( Gas cutti ng)  83 鈴 接 電 弧 篭 感 ( Wel ding arc voJt age)  

又［斯焔ヲ用 ヒ テ行 Ｗ ｾ 腐ノ切断ヲイ Ｗ Ｐ f&極隊保持株ト電狐= 近イ母材トノ( l l J ノ従感 7

71・炭素電狐切断 ( Carbon al ・c cutti ng) 言 ヒ、之ノ、電狐流定限、険極電l l E 降下、陽極電

炭素包弧ヲ用ヒテ行 7 S J : . 燭ノ切断 7 イフ。 膝降下、電級中= 於ケノL 官tJA降下ノ総和ヲイ 7

72. S J : . 腐電弧切断 ( Metal arc cutt ing)  84. 回復時間J ( Ti me of  recovery)  

合腐電弧ヲ用ヒテ行 7 命周ノ切断ヲイフ。 自動的= 調整セラノι 、鈴接也l路= 於テ 、或ル-

73. 切瀞 ( キ リミゾ) ( Kerf )  定ノ後化ヲカ日へ F ノルノチ 、最終値トノ差ガソノ

叉; 斯叉ノ、電狐切断= ヨリテ除去セラレダノι SJ:.腐 5%以 内 = 主主スノ1- 7 ヂノ時間ヲイ 7

0

ノ間隙 7 イ 7
0

鈴接機ノ回復時間
ρ

次ノ虫日夕シテ測定 ス。

74. 定 'ilt H窓鈴接機 ( Constant voltage welding  会 負 荷 健 流 7 流シ テ規定金負荷端子句麗= ナル

machi ne)  ガ如キ抵抗 7 掃入ス 、次= コノ抵抗ノ値ノ半分

金負荷ト無負荷トノ間= 於テ電盤整聖化 7 自動的 7 短絡 シ、定常倣態= ナノレヲ待チテ念エ コノ短

= 定給 金 負 荷 電JAノ 5%以内= 保チ且回復時間 絡 ヲ 除 去 ス、然ノL トキ電流及ピ電盤 ト是毒事ノ最

ρ 十分ノ 三秒以内ナル鈴・接機 7 云 7 0 初 値 トノ差ガ最初
fi[ ノ 5%以内= 達スル = 要ス

75 可型軽電E区鈴接繊 ( Variable vol tage weldi ng ノι 時間ヲ測定ス。

5 3  V fI 
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曾 報

役 員 曾

常 務 曾

時 6 月 12 日( 月〉午後6時一 同9時

Jj 庁 本協舎別室

出席 者 麹! 事 j也 国 竹 腰 監 事 松 塗 主詑

阪口 伴里子 主 計 約71< 編 輯 中 村

議 事 1  6月例令に闘するイ牛 i 時

1 法制j 委員合より報告に係る市街地建築 。所

ケ五: 爾住宅博資残出品住宅に闘し報告

の1牛

ｬ 職員卜 Ｇ Ｎ ｾ三期賞奥其 他 に 闘する件

ｬ 合員ぷ ｾｩ .  

報 告 1  rポ ー リング表J 主主行完了報告

常 務 曾

7月3 日午後6時一 同9時

本協合別ｾ

物 法令改正に 闘し建議案の件 : 出席者 政 事 池 国 竹 腰 監 事 松 家 主犯

1  fi治洲建築協合より照合に係る同曾タト三 j 阪口 鳥井 f宇野 主 計 iili iM71< 

合聯合大合穆行に関する件 }  綱 純 郷 町l

1 阪和住宅憾 協合! 且品住宅建築費支梯に 議 事 ｬ 満 州見 按腹行法満洲ｾ築協合外 三三 合聯

闘 する件 合大合参加に闘する件

1 見挙委員合 よ り報告に係る i前洲見撃波 1 法制委員合より報告に係る市街地位築

行賞施案の 111' 物法令改正に関する往議案の件

1 紋 ケJi' .保 健住宅博協曾出品住宅に付貰 l 大阪都市協舎へ入舎 に閲する件

渡し倒椅に闘する件 l 往築撃舎 に於て第 7 凶主tt 築 展覧合開催

i 協合員入退舎に闘する油釘1書案の{ 牛 に付合誌にて紹介の{ 牛

1 材料委員工場見拳に闘する件 1  Ａ懸賞闘苦言集耳石 ｾｉ 亡闘する件

l 合 員 詮 衡 1  r建築挙研究J Zt 上へ「主tt 築事研究合編

報 告 1  4 月分合計報告 .  料 J の文字掃入の件

l 春季大合清算報告 1 常設、特設、記念の各組委員合事務に

1 新興建築皮質合終了報告 j  イナ戦員分権に関する件

1  r市街地建築物法令 」袋行完了報告 ι  1 曾 貝 詮 衡

1 常設委員合報告 報 告 1 5月分舎計報告

l 特 設委員合報告 1 悩・設 法制、材料委員曾報告

l 記念事業委員合報告 l 特設 百貨底建築委員合報告

常 務 曾

時 6 月 19 日〈月〉午後6 時一同B時30分

所 本協合ZII 室

出 席 者 理 事 片 岡 地 図 竹 腰 監 事 徳 政

松室 主記 ｉ｜ ｾ 井丹藤 ｦ ＧｬＧ野諒土

岡 主 計 清 水 編i I i 耳今林高橋

中 村 期 間

議 事 1  i冶洲建築協合外三舎聯合大舎g ; . 加に闘

し経費支出の件

l 災: 芹強度委員合より委員 1 名府員要求

の{ 牛

l 住宅博浅毒事畿地袋民合よ り大美 野、!tJ<

l 記念 阪和、瑞光住宅博委員会報告

1  6月例合絞; 白報告

町
一
帯

a
-

一

主

同

-
z
-

動

一

一

時

同

貝

一

勤

舎

一
轄

曾 員

襖 国 文 雄 君 西 宮 市 岡 中 町 31 ノl

牧 野 忠君 制l戸市灘区宮 山町2 ノ50

字問 f故 君 京 区 小 橋 西 ノ 町 l 産湯荘

il!f 水 側一君 Ｚ ｉｾｉ 属中ノ烏 Ｓ ノ Ｕ 大阪 三 井 ピノ ι 新築

場内高橋事務所

池 岡 宮是正若 天王寺区民法 l比町己O

5 5  v._. 



竹内 作 次 君 府 下 中 河 内 郡 布 施 町 大 字 森 河 内 外
其他新築工事大林組奉天出張 所

。 中矢千歳若旭 区 ｾＡ ｲ ｮｦｾ 汀 Ｑ ＶＳ

野 凶 義 雄 君 府 F 北河内郡守口町守口新道
高Ir 回佐太郎 君 兵庫 l孫武 庫 郡 魚 崎町字今津魚崎 小

同( 地 方 在 住〉
事校大林組魚崎 出張所内

岩井長三郎 君 * 京 市型 ぬ 区池袋4 ノ45: '
吉田光太郎君 川崎市扇町 l ノ18 三菱石油川崎製

篠田和雄君側東 Ｇｩ ￯｣ 経且 ｉｾ ｭｾｮ ｩＺ ｾ 爾 ＧｦＡｩ ｩ 氏ｉＺｈ ｅ 庁 泊所枇宅主主築; 場大林組扇町出張所

設 祭 貞三君 大主In行松 l政選安居ア パ ート G ノ6 市l' 戸 Ｑｦｾ吉 宮西成 区粉 讃東之町 Ｕ ノ Ｒ Ｘ

統
牧回 E憲兵君 名古屋市南極熱闘紳街:Jt i町熱田市l'

小 川政 次 郎 君 稲 岡 市 下土居 町3( 博 多 ピル〉 大 倉
宮 修築 工 事場

土木株式含. i l 九州出蛍所
白 井 俊 雄 君 前l' 戸市灘区篠原中 間3 ノ235

回中 留 Yj 君 大 分 j孫佐伯町新町209
大 野健次君岸和問市岸城 ｾ ｴ ｦｬＸＱＴ

里担 川 餓 厳 君 山口 Ｑ 係 宇都 市 宇都ｾ 索工業株式曾 篠原 粂 二君 府下中河内郡八 尾町 大字 山東 324

量上 内銭高是且給所
藤 生 阪厳君 府下泉市郡東百舌鳥村字 j 二日市新家

竹 中 撰太 郎 君 兵 庫 l採滞名豚洲本町外泊字7 兵庫
6 1 2 / 1  

服 役 工 銀 行 洲 本支 応 新 築工事
池 田 本 吉 若 北医者 i照寺田f 6 ノ40

特別賛助員
佐々 木俊一郎君 宇和島市 l際立高等女準佼 ill 築 事

日豊田 竹次 有 利戸市市中戸 厄北長 ):}Uili7 ノ4
務 所

船 木 G良雄君 兵 ｗｾ 降、武司Ｈ il1i 1¥i ) ; 尾村 '卜林 字 里中6
岸本幸治君佐官 ｬ Ａｬｬｩ北区 ｬ 溢 ｾｬｲＸＸＱ 桃水閣内向惰

三 烏 族 三沼 東 京 市京 橋匹銀内7 平 塚 ピ ル 辰 巳
五平氏方

前 ｈ 空［東 Ｉ［ｾｾｊι 阿部 保行君 前l' 戸市須磨区大谷町8 ノ8 桃井方

普通貨助員
t 里子 達郎君 東京市杉並区荻筏 1ノ162

数回 春 彦君 石 川勝、松任問 大正問 〈騨古iJ ) 石原佐津若: 君 京都市左京 区下 鴨北 闘 ｾ ｄ Ｇ Ｑ Ｔ s 川

大槻 貞央君 禾 ノ ミ紅 梅 ｾ Ｑ ｔＳ Ｒ 閥来型 ＿ 職航怨廠々合 ＱＱＱ｜ 新築 工事 務大 林組ｾ 川 邸 ｦｦ ， Ｇ ［ｆｦｲ

建築皐曾主催第七回建築展覧曾

建築製舎に於ては例年の通今秋十一月を期し同合 k 員の作品を以て第七回建築展覧舎を

開催することになった . 今回は下記規院の通り内容を二郎に分ち第一部は自由出品 、第二

部は懸賞設計競伎として「国立公園に建つホテルJ なる課題の もとに困案を募集してゐる 。

第 七 回 建 築 展 覧 曾 規 程

合 期

曾 場 町

西

麹

座

(

銀

場

区

日

目

曾

精

一

十

鷺

京

月

月

皮

市

一

一

鮎

〉

京

十

十

間

畔

市

民

自

妥

新

橋

〈

年

日

昼

曾

〕

八

朝

寄

筆

一

利

京

数

築

ノ

昭

来

臨

池

一
一

第 三保

第二部 懸賞競技際主主出 品

出品ノ、建築拳合合員 ノ作 品= 限ノレ

但シ建築皮質合委員曾= 於テ適滋ト認、メ

第 一線 本 合 ノ令 期 、 曾場 及 事 務所ノ、次 ノ如 シ

(it ; . モノ ノ、 比 ノ限 リェ アラス

第 四 依 第 一 部 = 出品ス ヘキ作品ノ、下記ノモノト

事務所
ス

イ、 建 築闘案

第 二僚 出品 7*. ノ二部 = 分ツ

第一部 自由出 品

口、袋内装飾闘案叉ノ、作品

ノ、、都市 計 費、橋 梁、庭関ノ凶l案

V II 5 6  



=、 前 各 脱 = 関 係 ア ル 工 護品 ノ図案又ノ、

作 品

ホ、前各続ノ篤反叉ノ、模型

へ、 高 修 工 業 製 校 程 度 以 上 ノ 撃 佼 = 於 ケ

ノιill 築科母性生/ 卒業計蜜

第 一 部 ノ 出 品 = 封 シ テノ、審査手行ノ、ス 、 令

部 Mi 列 スノι ヲ原J ! l J トナ セ ト モ 合 場 ノ似 合

= ヨ リテノ、 l七ムチ得ス I夜拾チナスコトア

ノレへシ

第 二 部 = 陳 列 スヘ キ作品ノ、懸賞競技感募凶

案 = シ テ鑑査 = 合 特 シ F バ モ ノト ス

第 五 依 然 一部 出 品 = ツ キ定ムノι 防次ノ如l シ

一 、 U:l SI，ノ、隙列= 巡? 吉ナノι 装 置 チ ナ スコト

Ｗｾ ス

二 、 出品セ y トスル モノ ノ、別記書式 / 出品

rll 込 書 = ヨリ昭和へ年九月 三十 日 迄 =

本 合 事 務 所 : rl ，1込 マノι ヘシ

三 、出品ノ、総テ昭和へ年十月二十日迄= 本

合 事 務 所 = 到達ス ル 様差 出サル ヘ シ

四 、 出 品 チ 受 魁 ν F ノι トキノ、直チニ茸i リ遊

7 交 付 ス

第六依 第 二郊懸賞募集ェツキ定ムノι J f r次ノ 如 シ

一 、課 題 凶 立 公 閑 :ill ツホテル

イ、 敷 地 形 秋 、府 サ 、其 他任 意

ロ、規 模Jt 他 約 五 十 人 テ 容ノι 、モノ= シ

テ凶立公民d二日朝 スル自然科事小陳列J f r

7 有 スルモノ トス

建 物 線、面積 、階 毅、権 益. J f r 要室等任意

二 、 日 ｲｲｾ 凶而

両E泣闘 縮 尺 1/3∞

半 面闘 、立 首 脳1 ( 二面 以 上 〉 断 面 闘 縮 尺 各

1/1∞並= 透目立問

j 日紙ノ、大位原凶紙牛折 大、紙質自由 、! 湖面 ノ

仕上ノ、 随窓 トシ寸法ノ、総テ メー トル 法= ヨ

ノレ特= 説 明ア婆スノι 事項ノ、之テ凶国= 記入

スルコト

三 、暗 鋭感 募 闘案ユノ、来名］代 Ｗ ノｾ :  

H膏鋭 7 W. テ シJJ IJ : 暗' dJ ! I . ノミヲ表記 七ル封筒

内 = 感 募 者 ノ 暗 続 、住所氏名テ明記セノL 紙

片 ヲ 封 入 ν 之 7 添 付 セ ラ ル ヘ シ

暗盟主ノ、 簡単 ナノL 日本文字= 限凡

問、締七月期日 昭和八年十月二十日( 命) 正午

ｾ｢＠ : . 建築製舎tJ;;務所= 提出 スノL モ ノトス

五 、若年査員 今 井 粂次 大熊寝まｾ

洋f D日 H' ，刀 山下 蒜良1¥

渡 溢 仁 ( 五十音順 J

プ言、 賞 E握手芸岡案 = シテ 鑑 査 = 合 符 シダ

ノι モノ 、 内 特 = 優 秀 ナルモノ = 封 シテ ノ、

令料叉ノ、銀1:*2立高IJ 賞トシテ うた々質合ヲ贈

奥 ス其 ノ数ノ、審 査 ノ 結 果 之 7 定ム

第 七 僚 出 品 ノ保管 ノ、最善 ノ注意 ヲ抑 7 ト錐 モ火

災 j主他 / 場 合 : jR- ケノι 出品 / 紛失叉ノ、 t.i:i

託i = tt シテ ノ、一句l 其/ 資= イ壬セ ス

第 八 僚 出品 ノii:j 詰i. l立運搬ノ費用ノ、出品者ノ負挽

トス似シ 在京合員以外/ 出品者/ 凶T hiLi<. 

ｦＮＺｾ民 ］限 リ ヌ ド曾ノ費用 Ｗ 以テ返迭 ス

第ゴLU長 ｉ ｉＺｬ品ノ隙列法及［場所ノ区ｩＡＮ ｾ ｊ 等 ノ、 本合］於

テ之 7 ;iE ムノι モノト ス

第 十 依 陳 列 シF ノι 出品ノ、間合後ユヨ，; サレ ノ、之 ヲ

搬' 1: J スノL コ トヲ得 ス

第十 - 11提 出品 川 間 令 ノ畿 日 午 後 五 時 迄 = 合 場 =

於 テ受"i Aセテ ノL ヘ シ

第 七 回 建築 i長曾第一 部 出品 けl 込書

昭 和
品ド 月 日

建 築 接 合 御 中

出 品 者 氏 名 員

住 所

下 記 ノ油 リ 第七 凶主l l : 築展覧合規陪 ユ依 リ出 品 申 込 ミテ数 シマス

令 員 iJ lJ

民

製 作 者 但2
所 |

勤 務 先 l

題

出 I'fl J 4i oノ種類 |

要主

備 考
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〈昭和八年〉貝
日 本 建 築 協 曾 役 員 及 委

量士間

法 人

軍5 員 伊 東 恒 治

問 芝 聞 知 ill

同 鈴 木 忠 三五良1¥

同 高 木 太 作

間 永 渇 毅 一

同 期 重 野 武

岡 山 本 恭 71'<

機 首 常 務 官土問 ill ー

同 総 井 清 之 助

同 格 闘 が ?

同 八 木 主主 二

同 呼 子 i E

編 将 部 員 新 名 積 夫

同 東 畑 謙 三

I司 内 藤 亮 一

岡 本 多 1 E ill 

同 吉 田 信 武

材 料 委 員 曾

委 員 長 須 川 廉 太 郎

幹 事 小 西 一 良

委 員 児 玉 氏 太 郎

同 白 川 雄 一

岡 高 岡 興 三 吉

岡 高 松 卒 太 郎

同 橋 本 勉

岡 松 久 保 敬 三

同 道 関 泰 治 良1¥

向 山 中 茂 一

婚訴常務 阪 b 芳 三郎

災害湿度 委 員曾

考書員長 rl' i翠 誠 一 郎

幹 事 落 藤 藤 吉

寄 員 脅 柳 J t 11
1
:  

問 主 車 問 茂

問 佐 野 後 三

間 篠 原 太 郎

同 谷 隆 夫

同 鳥 井 拾 三

岡 波 江 f弟 子と

同 中 島 智 喜

岡 三 滅 的 史

岡 山 岡 芳 雄

悶 矢 田 餓 議

問 渡 部 去 脊

織' i ;1it 著書 郷 田 猷 次 郎

殴 偏 重E 員 曾

告 書 員 長 小 笠 原 鈎

幹 事 問 官 官 癒 且IJ

幹 事 松 井 清 之 助

委 員 伊 東 宗 太 郎

阿 小 川 陽 吉

岡 岡 田 孝 男

問 中 山 築 太 郎

同 長 谷川 俊 弘

1司 塙 {言

岡 村 田 小 一

鎗 1古? 者務浦 英之助

住宅ｾ員曾

郎

総

舶

平

一

命

新

枇子

野

山

側

主葛

浅

場

建築準研究編積書

伊 東 恒 治

高 橋 祭 治

竹 服 従 泣

瀧 ｲ 翠 ｾり

棚 橋 諒

藤 井 l享 二

八 木 111t 之 助

吉 仕i 信i 武

委員長松ｾ重光

幹 事 加 藤 善 吉

幹 事 北 垣 熊 之 介

委 員 伊 藤 和 夫

同 岩 本 良 人

同 作 間 日 出 生

同 新 名 種 夫

問 城 主主三良11

同 松 浦 松 之 助

問 吉 田 信 武

矯 蛍常務 鳥 井 信

i去 制 委 員 曾

委 員 長 湾 岡 敏 tl

幹 事 玉 置 登 次 郎

幹 事 fF 井 誠 一

委 員 秋 田 喜 代 治

問 石 川 寛 _.

同 楠 瀬 激

同 工 藤 祭 治 良1¥

同 武 田 主 主

同 徳 政 令 否

問 内 藤 亮 一

猪 首常務 今 林 彦 太 郎

長

事

務

員委

幹

幹

敦 化 委 員 曾

古 字 国 1t 

許可井勇 三 民1¥

量 長 谷 五: 良1¥

員武

官

同

川

向

同

阿

川

同

3 乞一一一塁L

都 市 計 受 委 員 曾

長

官

増

議

員委

幹

斡

安

食

品

也

寄

光

郎

信

雄

三

一

助

二

二

郎

治

蛾

郎

治

厳

三

郎

官

郎

助

知

男

則

郎

吉

二

郎

郎

安

良

郎

生

夫

二

次

尾

治

吉

治

郎

信

郎

蛾

郎

一

雄

三

一

一

一

郎

郎

忠

依

命

翠

三

良

貞

慈

之

条

盛

太

祭

義

次

代

稿

寛

大

太

之

芳

孝

編

次

藤

一
一

太

一

三

出

額

祭

周

末

健

三

祭

太

一

義

太

被

良

貞

重

厚

太

次

間

関

腰

政

祭

げ

井

藤

野

九

水

木

リ

橋

村

刊

日

上

川

悶

悶

…

一

茶

飯

田

部

内

藤

口

付

日

間

西

げ

町

名

水

湾

木

腰

同

橋

れ

弁

同

村

時

間

藤

野

胡

井

日

山

野

片

池

竹

徳

松

阪

烏

丹

作

釘

滞

情

八

今

南

中

期

秋

井

石

今

池

岩

柑
川

大

問

悶

悶

落

川

河

河

片

小

阪

作

新

比

例

末

鈴

竹

高

高

高

鳥

中

中

中

永

丹

伴

守

川

藤

藤

姻

牧

員役

長

長

長

官

帯

事

記

記

記

記

記

計

計

計

輯

師

円

相

桝

納

員

合

曾

議

舎

刷

副

監

監

主

主

主

主

主

主

主

主

続

編

編

銅

静

岡

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

同

同

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

同

同

問

問

同

同

同

同

問

問

問

V，II 5 8  



ヨ 委 員 石 川 純 一 郎

同 務 藤 藤 吉

同 新 名 智i 夫

同 篠 原 太 郎

同 潟 海 員 弓

問 中 西 六 郎

同 古 塚 正 治

岡 村 野 藤 吾

同 南 信

機 '&t 常 務 高 橋 祭 治

建築曾鎗委員曾

要 員 浅 野 4 9 . 滋

同 飯 高 主主 夫

同 伊 藤 和 夫

同 小笠原 釦

同 阿 国 孝 よg

同 加 藤 義 吉

岡 川 村 智i 主良11

阿 川 野 山 太 郎

同 川 口 一 二

同 久 保 回 銀 株

阿 佐 藤 松 太 郎

同 森 本 滋 吉

岡 矢 回 餓 滋

強 訴 常 務 1清 英 之助

問 鳥 井 信

同 八 木 盛 二

ヨ 島 員 赤 松 修

同 小 川 安 一 良11

同 向 感 盆 太 郎

同 篠 崎 徐 ニ

問 中 村 源 太 郎

岡 松 本 儀 八

問 南 信

機 常 常 務 中 村 義 雄

委 員 長 安 井 武 雄

幹 事 徳 政 令 吾

幹 事 谷 民 議

幹 事 飯 高 達 夫

委 員 大 林 賢 四 郎

同 阪 弁 米 吉

岡 鈴 木 末 尾

同 竹 腰 世 I ! 諮

問 波 江 悌 夫

同 松 箆 重 光

同 森 本 藤 吉

岡 山 脇 友 三 郎

猪 常 常 務 阪 口 芳 三 郎

問 主f 士 間 重 一

住 宅下車残務笠窪

蚕員曾

委 員 長 武 田 沢 一

副 委 員 長 潟 野 111:一郎

高1) 委 員 長 安 井 武 織

委 員 今 林 彦 太 郎

同 小 川 安 一 郎

同 芝 田 知 lR

向 調i 井 誠 一

同 徳 政 合 否

問 古 書 家 疋 治

岡 林 野 藤 否

問 増 山 新 卒

猪光住宅博委員曾

安 員 長 武 周 五 一

日1)委員長 s 野 I11 一郎

幹 事 小 西 - .tl 

幹 事 佐 藤 正 次 郎

幹 事 滋 谷 ヨ 王 郎

幹 事 古 韓 民 正 治

幹 事 松 本 俄 八

委 員 井 上 繭 議

同 木 村 究 一

同 白 石 設 客 男

同 芝 回 知 lli

同 鈴 木 末 尾

同 高 木 源 之 助

同 波 江 悌 夫

鎗常常務i i ! f 水祭ニ

同 伴 野 貞 三

間 信士間: m ー

見 畢 委 員 曾

宅 委 員 長 松 家 重 光

幹 事 大 原 芳 知

幹 事 久 保 問 麻

幹 事 小 西 一 良

幹 事 三 木 来 三

幹 事 森 本 藤 吉

号委 員 加 藤 誠 二

間 設 費 持 貞 雄

同 樋 口 辰 太 郎

婚 営 常 務 丹 藤 良 雄

出版ｾ員曾

要 員 長

百貨底建築委員曾

委 員 長 安 井 武 敏

幹 事 務 藤 藤 吉

幹 事 坪 井 誠 一

委 員 青 柳 貞 世

間 阿 部 顧 貝1)

間 集 団 i J i .

同 玉 置 豊 次 郎

同 古 塚 正 治

問 村 野 藤 苔

同 渡 部 圭 吾

循 滋 ; 常 務 今 林 彦 太 郎

同 伴 里 子 氏 三

今 林 彦 太 郎

社lJ， II I 谷夕、吉

大 倉 三 良11

川 1-1 一 二

官官 任l 定 愈

古 宇 田 1't 

沼 井 勇 三 良11

主主 谷 五 : 良11

中 海 誠 一 良11

2吉 + 1河 章 一

松 本 俄 八

宮 本 長 治

山脇 友 三 ｾｉｉ

倉 員 委 員 曾

民委

同

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

住宅担草野慣蚕員曾

小 笠 原 鈎

葛 野 111・- ｾｉｉ＠
北 垣 熊 之 介

篠 崎 俊 二

須 川 牒 太 郎

藤 木 正 一

6 9  VI I  

員

員

貝

員

員

員

委

委

委

委

委

委厚弁E事

阪和上野芝住宅

相草委員曾

寄 員 長 池 田 1聖

副 委 員 長 安 井 武 雄

幹 事 伊 東 宗 太 郎

幹 事 岩 尾 保 術

幹 事 岡 本 新 次 郎

幹 事 北 垣 熊 之 助

幹 事 楠 山 新 卒



編 輯 後 記

口 ｾ ｉＧ￬ 金探石の暑さに人は消Ｚに ｌＱ Ｑ にと￬ｊｩ ｲ を訪

ねて行〈口が合員 の大部の方は風通しの惑

い事務所や 、炎天に焦げつ 〈現場に其日其

日の出] めがあるであらう。淵t しい論議も徒

らに! 医O l f の呼ぶに過ぎぬ本蹴には沼員や随|

商許りで新建築の制介を?することとした。

口最近と云つでもこ の一年間程に竣工しfこ

も のの ｾ ｉｾ から 、 成 るベ〈租 知成 ＼ＱＳＮ代 表的

の も のを＿撰 んに 。 Ｇｴ ｾＡ ［ 然 ［ Ｑ 長 せるべ〈して ｉｊｊｴ し

にものが多し、。馬民 を入手 し難かったり或

は間に合はなかっ ｔ ごりして ｾ， く の 機合に譲つ

Tこの も可成あつに。

口この雑誌 としては あくま で新築建物の和

介であ っ て批判的の態度営排 した。タト椴も

内部もお真も圃而も 1M. 心に 緋列 しに ご

口が原稿紙にグ ラ刷 をl! ii t J" けっ 、色 k な感

に打? これる 。優れに人 の話は 聞し、て得 るJ5Ji

がある 、 7こY の人でもどこ かに我rfi ji とす る

所がある。以前には秀れに建物 を見ては羨

しかつに 、拙 いも のには義↑ l ' t を感じ1: 。が

今は 何れもそ の民度さに合掌 する 気 持にな

って来 ?こ口

口新建築紹介も 請負者の工事前ヰlXに類 する

と隠す人が あるかも 9，11れないりれども、 百

年二百年の後建物はよし残つでも 、設計者

の名 もその苦心 も、施工者の名も その労苦

ト 皆忘れら れて しまうかも知れない。そ

の記録を? とY めてお〈 の も1n¥.!lfkの こと では

なからう 、況ん や百年の後建物が亡失して

しまう かも狗lれない のである。

ロチく競は者11市計藍放である 、都市青|重}J 委員

の 方で ｊｉ［ｾ 立がなっ て 活 ｊ 々と進んでゐる。シ

ピッ ク ・セ ンタ ーの懸賞と相H乎腔して立っ

たも のである 。

口雑誌 も大分珠算を超過して来 にそ の 中に

緊縮した蹴ｾｴＱＺｬす必要に ｦｦｩ られ て ゐる 、 延

びるは易〈縮むし、と難しい業ではあるが。

( 高橋柴治)
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毎月 l 回 l 日遊行 定 例 Ｑ 加 ・ Ｕ Ｐ 闘 Ｈ垂 ｉｾ 税 Ｒ 銭〉
12加 6. CO閲( 同 24 銭〉

昭和 8 年 6 月25日印刷 昭和 8 年 7 月 ! 日 渡 行

革連行・銅斡

印 刷 人 鷹 取

酋宮市今簿町大字 浦風56番 地

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東区内決路町 1丁目 7番 地

重 量 行 所 ET 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピ ル

号電話長本局(23)45∞苦手(6)

鋸替口座宍阪39.975番

特約版. . 底 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 区京町姻羽子板婿 北

電 話 土 佐 抱 2440番

指替口座ヲミ阪 2団4杏

禁 鞠 戦

本誌に拐質せるものは、一切 ζ れを無断にて

" 載し叉附閉行本に上梓その他の被製行錯を

なすととを妻美ず。

慶 告 掲 載 料 金

響 通 I 1 頁 j 1 回 15.∞ 

普 通 I ｾ頁 ｪ 1 回 B.∞ 

陽

ω
一

叩

一

M

一

川

一

側

一
一

一一
許
可
表 紙 3 1  1 頁 1 1 回 、j 45. ∞ 

表 紙 - 4 1  1 頁 1 1 回 | 加 .∞

建築事務所録 1 1 欄 1  1 凹 I  l .fiO 

{ 遺築彊悟鷺者案内) I  1 欄 1  1  阻 j  5.∞ 

御 注 文

御注文はずペて前金で本合直接叉は特約脂へ

銀替貯金叉はｾ替で御主申込を願びます郵券代
用は一割場、代合引換はお断 り致 します。

VJ J  6 0  



定評ア J L特許宮島式排気頭

排

気

換

気

ハ

健

康

ノ

排

気

頭

ノ

員

績

ハ

排

気

量

=

ア

リ

基

ヘ

本

機

ハ

吸

入

器

ノ

原

理

同

用

J

/

ノ

モ

ノ

エ

付

効

果

確

賞

ナ

9

」

( 風向襲換形)
駒

郡

番

番

七

九

O

O

四

五

O

七

七

一一一一一

一

四

四

一一一

第

第

第

特
特

許
宮午

( 固 定 形 )

パルフフラッシュヨネ

事

貰

特

許

賞

用

新

案

商

標

登

録

会れ際洗所

第一 二五八二七貌

第一二三一九六扱

第 七 三 三 四 六 貌

第 七 三 三 六 O 鋭

排気頭販寅及取付並ニバイフ・衛生工事請負

宮 島 康 夫 商 底

主主吉歩安u ! 塑山北町士丁目四番地( 紳宮外苑入口 1

. . . 詰宵凶 l " O) 四七二九蛮振替口座東京五八四八七番
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東京帝園大事管繕課
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